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第 1 章 調査概要 

「 一 ]  調査の目的 

-  本調査 は 、 2004 年 1 月から 3 月にかけて実施した 第一次プロジェクト 形成調査の結果を 受け、 

①「コーカン 特別区麻薬対策・ 貧困削減プロジェクト ョ の内容を検討し、 その大枠についてミ ャ 

ンマ一連邦 ( 以下、 「ミヤンマー」と 記す ) 側 と合意すること、 及び②派遣中の 個別専門家の 活動 

計画を ミ ヤンマー 側 と協議し、 結果を WORK PLAN として JICA ミ ヤンマ一事務所と 先方政府の間 

で 署名するための 準備を整えることを 目的とする。 

「 一 2  調査団員 

氏 名 担当分野 所 属 

森田 隆博 団 長 
JlCA 農村開発部第一グループ 

貧困削減・水田地帯第一チーム チーム 長 

山口 曳 史 副 団長 外務省経済協力 同 技術協力課 課長補佐 

牧野 竹 男 農業協力 
農林水産省大臣官房国際都国際協力課 
海外技術協力 室 課長補佐 

渡辺 雅夫 調査企画 
JICA 農村開発部第一ダループ 
貧困削減・水田地帯第一チーム   

橋本 直樹 農業 ( 栽培，普及 ) JICA ジュニア専門員 ( フニーズⅡ ) 

高木 章子 公衆衛生 ( 株 ) グローバルリンクマネ 、 一 ジメント 
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1 一 3  調査結果 

1 一 3 一 1  コーカン特別 E 麻薬対策・貧困削減プロジェクト 

(1) 本計画の位置づけ 

1989 年 3 月、 コーカン軍は 他の 18 の反政府グループに 先駆けてミャンマー 中央政府と停 

戦 合意に達し、 その際コーカン 軍は自治権 を獲得して ミ ヤンマ一の特別区となると 同時に、 

100 年あ まりの歴史を 持つ ケシ 栽培の停止を 中央政府と約束した。 コーカン特別 E は自ら 

法的統制を強め 2003 年に麻薬撲滅を 達成しており、 中央政府はコーカン 地域の開発を 特別 

に重視している。 

しかしながら、 コーカン特別区でほセーフテ ィ ネットが未整備のまま 法的統制を強める 

ことによって ケシ 栽培撲滅を達成したため、 農民は ケシ という現金収入源を 失い、 それま 

で現金で調達していた 肥料，食料や 保健医療、 教育サービス 等を得られず、 急速に貧困 状 

態 が深刻化している。 

コーカン特別 E に隣接する ワ 特別区は、 2005 年までの麻薬撲滅を 中央政府に約している 

が、 2002 年の国連薬物犯罪オフィス (UnitedNationso 伍 ceonDrugsandCr 而 e : UNODC) 

統計によると ミ ヤンマ一で唯一 ケシ 栽培収量が増加している (21% 増 ) 地域であ る。 ワ 特 

別区はコーカン 特別 E の窮状とそれに 対する外部支援に 注目しており、 コーカン特別区の 
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今後の動向がミャンマ 一における麻薬撲滅対策の 成否に与える 影響は大きい。 

以上のように、 本件はコーカン 特別区における 貧困層の生活を 改善するという 貧困削減 

案件としての 位置づけをもつと 同時に、 コーカン特別区での 麻薬撲滅の定着、 更にはミヤ 

ンマ一におけるコーカン 特別区以外での 麻薬撲滅対策を 推進するためのパイロット 事業 

としての位置づけを 有しているといえる。 

(2) 本計画協力計画の 検討に際してのアプローチ 案 

上述のとおり、 本計画の中心目標は「貧困削減」にあ るが、 本件は 1989 年のコーカン 軍 

とミ ヤンマー中央政府との 停戦合意後のコーカン 特別 E の開発を支援するといういわゆ 

る ポスト・コンフリクト 状態にあ る地域での協力であ ること、 及び 2003 年の麻薬撲滅達成 

後の食糧危機に 対する対応が 求められているという 点を考慮し、 本件の協力内容は 次の ア 

プローチをもって 検討することが 必要であ る。 

またこのアプローチは、 以下の第一次プロジェクト 形成調査時の 提言にも合致したもの 

であ る。 

( 第一次プロジェクト 形成調査時の 提言 ) 

①コーカン特別 E においては、 住民が少なくとも 自立的に生活していける 方途が見つ 

けられることを 目標として、 ソバ のみならず、 他の ケシ 代替作物普及も 含めた農業 

開発、 基礎インフラ 整備、 Basic Human Needs (BHN) ( 教育、 保健 ) の充足等、 地 

域 住民の生活を 安定させるための 包括的な支援を 行 う 必要があ る。 

②この支援を 実施する ぅ えでの基本的考え 方は、 住民が毎年確実に 生活の改善を 実感 

できるアプローチをとること、 日本側の支援が 終了したあ と、 ミヤンマ一政府、 コ 

一 カン特別 E 、 コーカン特別区住民がそれぞれ 必要な役割を 果たして、 自立的・ 継 

続 的に地域の開発を 行っていくことのできる 方策をとることであ る。 

1) 当面の食糧危機の 回避のための 支援と貧困削減のための 協力 

コーカン特別区では 2003 年に麻薬撲滅を 達成したものの、 ケシ という現金収入源を 失 

ったことによる 零細農民の食糧不足は 深刻であ り、 2004 年度は国連世界食糧計画 (United 

NationsWorldFoodProgramme : WFP) による食糧支援が 実施されている。 こうした状況 

下 においては、 農民の最大の 関心は自らの 生命の維持にあ り、 成果の発現にあ る程度時 

間を要する貧困削減のための 技術協力を農民が 直ちに受け入れることは 困難であ る。 

したがって、 本計画は実施の 前半 2 年程度の期間は WFP による食糧支援等と 並行して 

当面の食糧危機の 回避のための 支援を中心に 実施し、 農民の生命の 安全があ る程度確保 

された段階で 本格的な貧困削減のための 協力を実施するアプローチを 採用することが 妥 

垂 であ る。 ただし、 将来住民が持続的に 生活の改善を 図っていけるよさに、 住民のエン 

パ フ一 メント、 及び ミ ヤンマ一行政機関、 区， 郷 ・村にわたるコーカン 行政組織に対す 

るキャパシティ・ディベロップメントのアプローチをプロジェクトの 初期段階から 念頭 

におき、 準備を進めることが 必要であ る。 
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2) インフラ整備によるアクセスの 確保 

コーカン特別区は、 面積約 2,700km2 と神奈川県とほほ 同程度の地域に 約 Y5 万人の住民 

が生活しているが、 その多くは山地の 中腹 や谷に 40 から RO 粁程度の集落からなる 共同体 

を形成している。 コーカン特別区には 平野部が少なく 急峻な山岳地形が 多いことから 道 

路 ネットワークが 未整備で、 各集落は孤立しており、 また道路整備水準が 低いため、 幹 

線道路でも雨期には 交通が遮断される 場合が多い。 

こうした状況が、 食糧支援等の 援助物資の配布や 重篤な病人の 病院への移送等といっ 

た 住民の生命の 安全の確保に 支障を来たしているぱかりでなく、 技術協力の実施にあ た 

っても各分野の 普及活動を行ううえで 重大な障害となることが 懸念される。 

したがって、 農民の生命の 安全の確保と 技術協力実施基盤の 整備の観点から、 道路 ネ、 

ッ十 ワークの整備を 本件協力の初期の 段階で実施することが 必要不可欠であ る。 

道路整備は、 すべてのコーカン 特別 E の住民が雨期においても 乾期においても 歩いて 

一日以内に幹線道路にアクセスできることを 念頭に、 ターシェータン、 コンジャン間約 

60km 区間 わ 幹線道路の雨期における 通行機能を確保することを 目的として実施するこ 

とを検討する。 施工についてほミャンマー 側の機材・人員を 最大限活用し、 かつ住民参 

加 による実施の 可能性も視野に 入れることとする。 

また、 保健・医療施設、 学校施設、 多目的給水施設などの BHN の充足のために 必要と 

なる道路以外のインフラ 整備についてもあ れせて検討することとする。 その整備にあ た 

っては、 現地リソースを 活用し低コストでの 工事の実施と、 住民のオーナーシップと 雇 

用機会の創出を 図るため住民参加による 施工を導入することを 検討する必要があ る。 

多目的給水施設については、 表流水の活用と 地下水開発の 2 つの水源を検討するが、 

表流水については 大規模な工事は、 その工事費に 対して受益者が 極端に少ないなど 費用 

対 効果の問題があ ることから、 谷筋に 簡単な堰を設置し 村落エリアまで 重力による配水 

な 行うといった 小規模かつ低コストの 工事を ホ プロジェクトでの 検討範囲とすることが 

妥当であ る。 

また地下水開発については、 地下水賦存星に 関するデータがなく、 正確な賦存 量 を把 

揖 するためには 別途比較的 大 掛かりな開発調査等を 実施する必要があ るが、 かかる調査 

の実施には時間とコストがかかる。 したがって、 既存の地形状況などをべ ー スに地下水 

開発の可能性を 検討し、 有望と思われるエリアで 試験井を設置していき、 その地下水賦 

存星 を モニタリンダしながら、 住民の飲料・ 農業用水として 利用していくといった 検討 

を行 う 必要があ ると思われる。 

3) 脆弱な行政サービス 提供システムの 農民 フ ァ シ リテータ一による 補完 

柏市発展性に 向けての対応 ) 

現在ミャンマ 一政府は、 コーカン特別区にクリニックや 学校を設置し、 保健省、 教育 

省から医師、 看護婦、 教師を派遣して 住民に対する 行政支援を実施しているが、 その人 

員配置、 予算規模ともに 十分な行政サービス 提供のためのシステムが 構築されていると 

は言い難い状況にあ る。 

また、 コーカン特別 E の行政システムは、 伝統的な漢民族の 社会組織であ るウー・ポ 

ー ・チャーシン 主席を頂点とする、 区、 郷 、 村落までピラミッド 型の組織が形成されて 

いる。 しかしながら、 コーカン特別区は 2003 年以降 ケシ 栽培からの税収が 途絶えた フえ、 
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2003 年に限り農民からの 徴税を免除したことなどから、 極端な財政不足に 陥っているこ 

と、 及び行政サービスを 担 う 公的職員の数・ 質 とも極端に不足していることから、 行政 

システムは末端に 至るまで確立されているものの、 行政サービスは 実質的に行われてい 

ない状況にあ る。 

住民への支援については、 ウ一， ポ ー ・チャーシン 主席などの有力者からの 資金の提 

供 により、 農業試験場を 設置し中国からの 専門家を招 鵬し ゴムや山棲の 苗を農民に無償 

で配布するといった 事業を実施しているが、 その規模は限定的なものとなっている。 

ケシ 栽培が禁止されてから、 ケシ 栽培に関するビジネスを 担っていた中国人がコーカ 

ン 特別区外に流出し、 ケシ 栽培禁止以前には 20 万人だった人口が 15 万人まで減少してい 

る。 これに伴って 民間の中国人医師やコーカン 語 教育のための 教師も特別区覚へ 転出し 

ており、 民間べ ー スでの医療・ 教育サービスの 提供を受けることも 困難な状況となって 

いる。 

また、 住民の大多数はコーカン 語を母語とし ミ ヤンマー語を 理解できず、 またコーカ 

ン特別区の中の 少数民族であ るパラウン族の 多くは、 ミヤンマー語はおろかコーカン 語 

も 十分に理解できない。 そして、 この言葉の壁の 存在がミャンマ 一政府からの 行政サー 

ビスを末端まで 普及するりえでの 大きな障害となっている。 

通常の技術協力では、 あ る程度確立した 行政システムをべ ー スにした先方カウンター 

パートの人材育成を 図ることを目的しているが、 本件についてはそのようなあ る程度確 

立した行政システムを 前提とした協力の 実施は困難であ ることから、 それら行政システ 

ふめ 整備も念頭に 入れっ っ 、 当面はミャンマー 側及びコーカン 特別区のカウンターパー 

トのほか、 各村落からファシリテーターを 選抜し、 可能な限りローカルリソースを 活用 

した協力を実施するなどの 対策を検討することが 有効であ ると思われる。 これらのファ 

シ リテーターが 行政システムを 補完することにより、 将来的にはコミニュティがあ る程 

度自立的に活動するための 基礎づくりに 貢献することが 期待される。 

また、 このように行政の 基盤が弱体化しているなかでの 協力を実施する 必要があ るこ 

とから、 日本側と ミ ヤンマー側で 相応の経費の 負担をしていくことは 当然ではあ るが、 

当面の間はプロジェクトによるローカルコストの 負担を柔軟に 取り入れて協力を 実施す 

ることが必要であ る。 

4) モデル地区の 整備とモデル 地区での研修を 中心とした協力の 展開 

く段階的アプローチの 採用と中長期的視点のもとでの 協力の実施 ) 

a) モヂ ル地区の設定 

コーカン特別 E では急峻な山岳に 各集落が孤立して 位置し、 かつ道路が未整備であ 

るため、 派遣専門家がすべての 村落を協力対象とすることほ 困難であ る。 

またミャンマー 側は、 ミヤンマ一政府がセキュリティに 問題ないことを 確認するた 

めに一定の時間が 必要との理由で、 コーカン特別 E での専門家の 長期滞在に関し 当面 

は一定の制限を 設けたいとしている。 日本人専門家は、 現在ソバの技術協力を 実施し 

ている ラ ショ一事務所を 拠点とし、 車両で 6 時間の道のりであ るコーカンへは 数週間 

単位の出張べ ー スで協力を実施することとなり、 日本人専門家による 現地でのきめ 細 

かい協力の実施の 制約となることほ 事実であ る。 

以上のことから、 本件技術協力においては、 貧困削減のためのモデル 地区を設定し 、 
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各モデル地区での 活動を実施しながらその 地区を農民の 学びの場として 位置づけ、 コ 

ーカン特別 E 各地区から農民を 招聴し、 研修を実施するアプローチが 有効であ ると思 

われる。 

b) モデル地区からパイロット 地区への段階的展開 

既存の行政システムの 脆弱性や言語の 壁を克服するための 方策として、 研修を通じ 

て村落の中でのファシリテーターを 養成し、 モデル地区での 活動と並行してその 成果 

を 普及するために 数箇所パイロット 地区を選定し、 可能な範囲で 更なる成果の 波及を 

図ることとする。 

村落の状況は 村落ごとに多様性に 富んでおり、 モデル地区での 活動が直ちに 標準的 

な 開発モデル、 もしくはアプローチとして 実証され得ないことから、 モデル地区での 

活動はあ くまで一つの 事例として位置づけた ぅ えで活動を行 う こととする。 

c) モデルサイトの 選定基準 

①ロンタン地区 

コーカン特別区で 麻薬撲滅に最初に 取り組んだ地区。 幹線道路に近く、 篤農家が 

存在し、 展示効果が高い。 標高が 800m で比較的低地を 代表する環境。 

②ターシェータン 地区 

コーカン特別区で 最も ケシ 栽培の盛んだった 地区。 幹線道路に近く、 展示効果が 

高い。 標高が 1,800m で比較的高地を 代表する環境。 

なお、 パイロット地区については 協力の実施過程で 選定する。 

d) アクションリサーチの 導入 

各地区での活動は、 行政や住民のキャパシティ 不足、 急峻な地形、 肥沃度の低い 土 

壌や不足する 水資源などの 自然条件、 インフラの 未 整備による市場へのアクセス 困難 

性といった種々の 困難な状況下で 実施するものであ り、 多分に試行錯誤を 経ることが 

事前に予測される。 また、 協力の過程で 農民からの参加を 継続的に確保するためには、 

農民自身が、 自分たちの生活が 若干でも改善の 方向に向かっていることを 実感するこ 

とが必要であ る。 こうしたことに 対応するための 方策として、 事業の過程で、 単なる 

情報の収集や 研修のみを実施するのではなく、 村落レベルで 具体的な事業を 試行的に 

展開するなどの 実際的な試み ( アクションリサーチ ) を含めることが 有効であ ると考 

えられる。 

e) 中長期的視点のもとでの 協力の実施 

麻薬撲滅・貧困削減に 関しては、 隣国のタイでは 30 年以上の期間にわたって 事業が 

実施されている 事例からも、 コーカン特別区での 貧困削減と麻薬撲滅の 定着について 

も長期にわたる 取り組みが必要であ ることが想定される。 

脆弱な行政体制のもとでの 人員と予算の 不足、 ミヤンマ一政府とコーカン 特別 E の 

微妙な関係からくる 専門家活動の 制約、 インフラの 未 整備による孤立した 農村への ア 

タセス の困難、 ケシ 栽培禁止による 農民現金収入の 急激な減、 ミヤンマー語を 母語と 

するミャンマ 一人とコーカン 語を母語とするコーカン 人の間、 更にはコーカン 特別 E 

でのコーカン 人 とその他の少数民族との 間の言語の壁、 厳しい自然，地形条件を 勘案 

すれば、 5 年間の協力で 達成できる成果はあ る程度限定的なものとならざるを 得ない。 

他方で、 今回の調査を 通じて ミ ヤンマ一政府とコーカン 特別 E の関係者は麻薬撲滅 
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を 定着させ、 貧窮にあ えぐコーカン 特別区の農民を 支援するための 取り組みの重要性 

を強く認識していることが 改めて感じとられた。 

今回の協力で 期待する成果としては、 物理的に整備される 施設・機材や 研修受講者 

数 とは別に、 協力対象とした 村落の中で、 今後各村落が 自立的にかっ 継続的に発展を 

模索するためのキーパーソンが 発掘・育成され、 彼らを中心とした 村落とミャンマー 

政府とコーカン 特別 E とのネットワークが 形成されることが 最も重要な成果の 一 っと 

なるのではないかと 考える。 

5) 営農改善を軸とした 総合的アプローチの 採用 

多くの農民の 関心は、 食糧自給の確保と ケシ に代わる換金作物の 導入にあ ることから、 

当面の活動の 主体は営農改善となるが、 あ わせて生活改善、 営農以覚の活動による 所得 

向上、 保健，医療環境及び 教育環境の整備に 関する活動を 行い、 対象村落全体の 生活が 

改善されることを 念頭に協力を 実施することとする。 
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成果の波及 ，フラの整備と 研修の実施こ ょ 卜も 

協力実施概念図 

  

(3) 主たる協力活動内容と 実施スケジュール 案 

1) 主たる協力活動内容 

本計画は、 前半 2 年程度の期間を 当面の危機的状況の 緩和のための 支援・協力を 中心 

に 、 後半 3 年間を貧困削減に 関する協力を 中心に実施するといった 、 大きく 2 つの ステ 

一 6 一 



、 ソプによる実施を 想定する。 

なお、 前半の 2 年間は当面の 危機的状況の 緩和のための 支援・協力にあ わせて、 後半 

3 年間を貧困削減に 関する協力実施のための 準備、 すなわちべースライン 調査の実施、 

モヂ ル地区の施設・ 機材整備、 試行的な各種研修を 行う。 

また、 ソバ栽培に係る 活動については 第一次プロジェクト 形成調査時の 提言にあ ると 

おり、 今後 3 年間を協力期間の 目処とし、 個別専門家業務の 内容を継続して 営農分野の 

協力の一分野として 位置づけた ぅ えで協力を実施する。 

活動の内容としては、 下記 (5) プロジェクトの 枠組み「 10) 成果と活動」のとおりで 

あ ， るが、 具体的内容については 今後の調査で 整理していく 予定であ る。 

く 実施スケジュール 案 ) 

Ⅰ年 日 2 年目 3 年目 4 年目 5 年目 備考 

当面の危機的                                                                                                                                                                                   。 ⅠⅠⅠ     前半に集中的 

状況の緩和 に 実施 

農業資機材 支 

援と 研修 
3 年目以降は 

感染症対策 随時実施 

インフラ整備 

貧困削減         前半は準備期 

閏 日 

  

営農   破線は準備と 

試行的実施 

ソバ栽培 
当面 3 年間を 

目処に実施 

生活改善   破線は準備と 

試行的実施 

基礎的保健 状   破線は準備と 

況の改善 試行的実施 

教育環境改善 [ ] ] 一 1 [ 一 
破線は準備と 

試行的実施 

プロジェクト   破線は随時 実 

基盤整備 施 

本件実施に関する 事業費の規模については、 現在調査中の 段階であ ることから別途明 

らかにしていく 予定であ る。 
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(4) 実施体制 

実施体制については、 国境省国境地域民族開発局が 責任機関となり、 関係省庁及びコー 

カン特別 E を実施機関とすることを 確認したが、 同 レベルの担当部局の 選定については ミ 

ヤンマー側での 検討に時間を 要することから、 今後確認していく 予定であ る。 

また、 現在活動の規模に 即した ミ ヤンマー側の 人員の配置・ 予算措置について 調査の中 

で整理中であ り、 これらが具体化され 次第、 ミヤンマー側に 対し必要な措置を 確認してい 

くこととする。 

(5) プロジェクトの 枠組み 

プロジェクトの 枠組みとしてミニッツにより 以下の内容を 確認、 した ( 付属資料 3 参照 ) 。 

1) プロジェクトタイトル : コーカン特別 E 麻薬対策・貧困削減プロジェクト 

今回調査団の 対処方針会議において、 外務省より、 ミヤンマ一に 対する協力について 

は グローバル・イシュ 一の観点からの 協力という位置づけで 説明しているため、 「麻薬効 

策 」という文言をプロジエクトタイトルに 入れる必要があ るとの説明があ った。 また 今 

同調査においても、 コーカン特別 E のウー・ポ ー ・チヤ 一 シン主席から、 本件は貧困 削 

減 のみならず、 本来的には麻薬撲滅の 定着を目指しているものであ るとの認識から「麻 

薬対策」という 文言をプロジェクトタイトルに 必ず入れ込む 必要があ ることが強く 指摘 

きれた。 

また、 本 プロジェクトはコーカン 特別区に集中して 技術協力を行うことを 念頭におい 

ているため、 タイトル内に「コーカン 特別区」の名を 残した。 なお、 「コーカン特別 E 」 

といった場合、 どの地域を指すのか、 ミャンマ一政府側、 コーカン特別区 倒 それぞれ種々 

定義があ るため、 「 4) プロジェクトエリア」において 地域を明示することとした。 

2) 責任機関 

国境省国境地域民族開発局 

3) 実施機関 

農業 潅概省 ミヤンマー農業公社 

保健省 

教育省 

建設省公共事業公社 

コーカン特別区 

4) プロジェクトエリア 

北東シヤン 州 第一特別区 ( コーカン特別区すな む ちラオカイ 県 ) 

当面の危機的状況の 緩和に関する 協力活動以外の 活動の実施については、 以下の モデ 

ル 地区、 パイロット地区を 設定する。 

a) モデル地区 ( ターシェータン 及びロンタン ) 

包括的なプロジェクトの 中で必要とされる 技術を普及するため、 集中的に農民研修 

を行 5 場所。 

b) パイロット地区 ( その他のコーカン 特別区の中から 選定 ) 

モデル地区で 行った研修の 成果を活かし、 自らの土地に 戻って実際にコミュニティ 

開発を行 う 地区。 
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注 1      ソバ栽培に関する 活動については、 シャン 州ムセ県 、 チャウ メ 県をモニタリ 

ング地区として 対象地区に含める。 

注 2 : 成果 3 の営農改善に 関する活動については 農業省ナリ圃場を 中心に実施する。 

5) プロジェクト 期間 : 5 年間 

プロジェクト 目標を達成するためには 多大な期間を 要すると考えられるため、 技術協 

カプロジェクトとして 最長の期間であ る 5 年間とする。 

6) 受益者 : コ 一ヵ ン 特別区貧困層 

コ 一ヵ ン 特別 E の人口 15 万人のうち 90% は 元ケシ 栽培農家であ るが、 そのなかでも 貧 

富の格差があ るため、 本 プロジェクトが 対象とする受益者は 貧困層であ ると特定するこ 

とにした。 

7) 最終目標 

a)  コ - カン特別区の 貧困層の生活が 改善きれる。 

b) コーカン特別区の 貧困削減・地域開発がポスト・ ケシ 栽培地域の地域開発モデルと 

して提示される。 

このプロジェクトが 目指すところは、 法的規制の強化によるものではなく、 地域住民 

の貧困削減をすることにより、 ポスト， ケシ 栽培農家が再び 必要最低限の 収入確保のた 

めにケシ 栽培を再開することのないよにすることであ う - り、 その事例が さ ヤンマ一国内 

の他の ケシ 栽培地域や世界で 同じ問題を抱える 国々に対して 優良事例を提示することで 

あ るという目標を 掲げて整理することが、 本 プロジェクトのメッセージを 伝える ぅえ で 

インパクトがあ り、 共通の目標を 掲げる他の事業との 連携の可能性を 検討する ぅ えで 重 

要 だと考え、 最終目標をおくこととした。 

8) 上位目標 

モデル地区の 優良事例がパイロット 地区に波及する。 

モデル地区で 作った優良事例が 他のパイロット 地区に波及し、 JICA 撤退後も優良事例 

を 参考として、 ミヤンマ一の 行政や住民が 持続的に地域開発に 取り組むことを 上位目標 

として入れた。 

9) プロジェクト 目標 

a) ケシ 撲滅直後の貧困層の 危機的状況が 緩和される。 

b) ミャンマ一政府及びコーカン 特別区の協調と 住民の主体的な 取り組みによる 貧困削 

減活動の優良事例がモデル 地区において 展示される。 

ケシ 栽培撲滅による「一時的な 貧困状態」に 緊急的に支援を 行 う ことを目標の a) と 

して整理し、 また「構造的な 貧困状態」を 中長期的に解決するための 住民の ヱ ンパワー 

メント と キ ャ パシティ・ディベロップメントのために、 今からでも着手しておく 必要が 

あ る事項について 目標 b) として整理した。 

10) 成果と活動 

a) 成果 1  当面の危機的状況の 緩和 

活動Ⅰ 一 1  農業生産のための 農業資機材 ( 肥料，種子等 ) を配布する。 

活動 1 一 2  上記に係る農民研修を 実施する。 

活動 1 一 3  マラリアの突発的流行対策を 実施する。 

活動 1 一 4  上記活動に緊急的に 必要とされる 道路、 給水施設等を 整備する。 
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当面の危機的状況を 打開するための 活動として、 「飢え」を回避するための 食糧供給 

にかかわる活動、 「病気」を回避するための 保健・衛生活動、 重篤患者を村から 即座に 

運び出し、 種子・肥料を 村に運び込むことを 可能にする道路アクセスの 改善、 乾期の 

深刻な水不足に 対処するための 給水施設整備等を 活動に加えた。 

b) 成果 2  ソバ の栽培から販売までの 一連のシステムの 確立 

活動 2 一 1  ソバ栽培・品質管理改善にかかわる 実証試験を行 う 。 

活動 2 一 2  ソバ栽培普及活動を 実施する。 

活動 2 一 3  ソバ加工に関する 協力を行 う 。 

活動 2 一 4  ソバ及びソバ 加工品のマーケティンバ 調査を行 う 。 

第一次プロジ ュ クト形成調査の 結果を受け、 当面 3 年間のソバ栽培定着のトライア 

ル期間にかかわる 活動を一つ項目立てして、 ソバ にかかわる活動のみの 評価を実施す 

ることとした。 

1997 午から開始された 日本産ソバ品種栽培に 関する技術協力の 結果、 ソバ栽培は概 

ね定着している。 しかし、 その品質は依然として 日本市場に浸透する 水準には達して 

いない。 その結果、 国境省が商業省を 通じて 買 v¥ 上げている 玄 ソバの販路が 見つから 

ず、 国境省は現在、 2002 年度 産 、 2003 年度 産 併せて約 400 トンの在庫を 抱えている状況 

にあ る。 

このような問題を 解決するため、 プロジェクト 開始 3 年間で以下の 2 つの視点の活 

動について緊急に 取り組むこととした。 

①ソバ栽培・ 品質管理 

現地でのソバ 栽培に関する 問題点を十分検証した ぅ えで、 引き続き 単 収や品質 向 

止 のための実証試験やその 結果の普及を 継続する。 

② ソバ の販路・市場開拓 

ソバの さ ヤンマ一国内での 販路開拓の可能性を 検討するため、 民間への委託契約 

に よ る試験，調査を 行 う 。 

c) 成果 3  営農の改善 

活動 3 一 1  ポスト・ ケシ 栽培地域の自給作物・ 換金作物の栽培技術改善、 作付 -- 

体系を検討する。 

活動 3 一 2  モデル地区を 中心に農民研修を 実施する。 

ケシ の代替作物という 表現で換金作物ばかりがクローズアップされてしまうことを 

避けるために、 むしろ自給作物に 力を入れ、 ソバ以覚を含む 換金作物についても 協力 

を行 う ことを明示することにした。 また、 当面はモデル 地区に集中して 協力を実施す 

るため、 モデル地区を 中心に農民研修を 行 う ことを明示した。 

d) 成果 4  生活改善活動 

活動 4 一 1  栄養改善のための 活動を実施する。 

活動 4 一 2  モデル地区を 中心に 農外 収入を含む農家所得向上のための 調査を行 

い、 試行的に活動を 実施する。 

活動 4 一 3  衛生環境の改善のための 活動を実施する。 
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農業以外の部分でコストをかけずに 地元のリソースですぐにでも 始められるもの 及 

び現金収入の 増によるものだけでなく、 生活の質の向上による 豊かさを実感させるこ 

とのできる活動も 含めて、 生活改善活動として 項目立てした : ここでは生活の 見直し、 

生活コストの 削減、 新たな収入源の 確保を含む。 

e) 成果 5  基礎的保健状況の 改善 

活動 5 一ェ マラリア予防のための 資 機材の配布・ 教育を行 う 。 

活動 5 一 2  予防接種キャンペーンのシステム 化を支援する。 

活動 5 一 3  モデル地区を 中心にへ ルス ボランティアを 育成する。 

当該地域で最も 深刻な病気はマラリアであ り、 まずはマラリア 対策を重点的に 行 う 。 

並行して村内で 経験・知識があ る人材を調べ、 彼らを へルス ボランティアとして 育成 

し村の保健活動の 中心人材として 機能きせることが 中長期的に重要であ ると思われ、 

また行政的、 地理的、 言語的にアクセスが 閉ざされている 地域においては、 まず地元 

の リソースで対処することが 将来的に持続可能性があ ると見られるため、 上記の活動 

案を設定した。 

f) 成果 6  教育環境の改善 

活動 6 一 1  補助教育 費 機材の配布を 行い、 識字教育の実施を 支援する。 

活動 6 一 2  就学児童の教育環境 ( 教室・教材・ 教師の質等 ) の改善を行 う 。 

活動 6 一 3  未 就学児童の教育機会への アタヤス の改善を行 う 。 

活動 6 一 1 ではミャンマー 語 、 コーカン 語 両方が識字教育の 対象であ る。 活動 6 一 

3 は地理的なアクセスを 意味するだけでなく、 学費を払えないために 学校に通えない 

等の広い意味でのアクセスを 指し、 その改善のための 活動を行 う 。 

9) 成果 7  プロジェクト 実施のための 基盤整備 

活動 7 一 1  農業省ナリ試験場における 調査・試験実施にかかわる 施設・機材を 

整備する。 

活動 7 一 2  モデル地区における 以下の施設を 整備する ; 試験・展示圃場、 水源 

確保のための 施設、 コミュニ テ イセンター ( 教育・研修・ 保健・ 医 

療等 多目的に活用するもの ) 。 

活動 7 一 3  パイロット地区での 協力を実施するために 必要な施設を 整備する。 

活動 3 ～ 6 を行 う ための基盤整備を 活動として明記することによって、 活動をより 

具体的にイメージできるよさにした。 

11) プロジェクトコンポーネント 

調査の終了後、 追って団員から 提示される予定。 

12) 実施スケジュール 

エー 3 一 i0(3) を参照。 

13) 投入 

a) 日本側 

①日本人専門家 ( 長期・短期 ) 
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②カウンターパート 研修 

③ 資 機材 費 

④施設整備費 

⑤管理費 

b) ミ ヤンマー 側 

①カウンターパートの 配置 

②オフィスと 付帯する施設・ 機材の提供 

③運営経費 

エー 3 一 2  個別尊 P 弓家活動計画 

現在派遣中の 個別専門家の 活動をワークプランとして 取りまとめ、 先方との合意を 得、 別途 

国境省国境地域民族開発局と JICA ミ ヤンマ一事務所長との 間で署名を行った ( 付属資料 4 参 

照 ) 。 

活動内容は A 工フ オームに基づいて、 現在実施中のソバ 栽培に関する 技術協力活動とコーカ 

ン特別 E 麻薬対策・貧困削減プロジェクトの 実施準備に関するものとし、 特にソバ栽培に 関し 

てはミャンマー 側のとるべき 措置を明らかにじた。 

今年度の ソバ の作付け予定面積 は 4,00031 一 カーが予定きれているが、 現在国境省国境地域 民 

族 開発局がコーカン 特別区を含めて 買い付けの対象とする 規模を検討中であ る。 コーカン特別 

区での聞き取り 調査の結果、 多くの農民が ソバ の作付けを希望しており、 国境省国境地域民族 

開発局の買い 付けが行われなくても 自家消費用としての 栽培を希望するとの 声が多いことが 判 

明している。 

また、 2004 年 7 月中旬までにはその 規模が決定し、 種子・肥料の 配布が開始きれる 予定であ 

るが、 これまでの肥料調達の 原資であ った食糧増産援助 (SecondKennedyRound : 2KR) 支援 

が予定されていないこと、 2KR 見返り資金を 使いきってしまっていること、 国境省の財政状況 

が逼迫していることから、 ミャンマー側による 肥料の調達が 見込めない状況にあ る。 このまま 

の 状況を放置した 場合、 今年度の ソバ の作付け実施が 行えず、 個別専門家活動に 重大な支障を 

来たすばかりでなく、 農民の窮状が 一層深刻化する 恐れがあ ることから、 国境省国境地域民族 

開発局と肥料以外の 同局の負担措置についての 履行を確認するとともに、 2005 年度以降の対応 

についての協議を 継続していくことを 前提に、 ローカルコストによる 日本側の支援を 迅速に実 

施する必要があ る。 

第一次プロジェクト 形成調査で ソバ のマーケットの 確保が課題であ ることが指摘されている 

が、 ソバ のミャンマ一国内での 販路を拡大するため、 ソバ製粉，製麺分野の 短期専門家と 機材 

の調達を計画中であ る。 

国境省国境地域民族開発局は、 マンダレ一の シユエジ 一べ 一 カリーと委託契約によりソバ 加 

工についての 調査を計画中であ り、 日本側も個別専門家現地業務費を 活用することを 予定して 

いる。 シュ ェジ 一べ 一 カリ一での聞き 取り調査によれば、 既に シユエジ 一べ 一 カリ一では ソバ 

ビスケットの 試作品を開発しているが、 3 か 月前から子供向けの ソバ ビスケット 6 万個を新た 

に生産し、 中国から輸入されているビスケットよりも 若干高価であ るが、 品質が中国からの 輸 

入 ビスケットよりも 高いことから 消費者からの 反応もよいとのことであ った。 
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付 属 資 料 

1, 調査日程 

2. 専門家 TOR 案 

3. ミニッツ ( プロジェクト 形成調査結果 ) 

4. ミニッツ ( 個別専門家ワータプラン ) 



Ⅰ，調査日程 
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2, 専門家 ToR 案 

長期専門家 

1  リーダーツ地域開発 

プロジェクト 活動全般を総括するとともに、 活動計画の策定、 実施管理を行 う 。 ミ ヤンマ 

一 側及びプロジェクト @ こ 関連する関係ドナー、 NGO に対するプロジェクトの 責任者として 各 

種 調整を実施する。 

2  業務調整Ⅰ生活改善 

リーダーが行 う 活動全般を補佐するとともに、 ミヤンマー 側 、 関連ドナー、 NGO との各種 

折衝の事前調整、 投入計画の策定、 予算管理、 プロジェクト 施設・機材の 管理、 ローカルス 

タッフの管理、 プロジェクトが 実施する各種研修等の 活動のための 企画・調整を 行う。 

生活改善分野においては 員外収入を含む 農家所得向上を 目的とした調査を 実施し、 調査の 

過程で試行的に 事業を実施するとともに、 調査の結果を 踏まえて農民研修を 実施する。 また 

栄養改善などのその 他農民の生活改善に 資する協力を 実施する。 

3  営農 1 ( ソバ以覚 ) 

ソバ以覚の自給作物、 換金作物の導入のための 各種栽培試験計画を 実施し、 その普及のた 

めの研修を実施する。 

4  営農 2 ( ソバ栽培 ) 

ソバ の品質改善のための 各種試験の実施、 その普及のための 研修を実施するとともに、 ミ 

サンマー側が 実施する作付け 計画策定から 販売までの一連のシステム 化を支援する。 

5  保健・教育 

マラリア対策、 予防接種事業、 保健研修、 教育環境の改善のための 活動を保健省、 教育省 

が 実施するコーカン 特別 E での各種事業等と 連携の うえ 実施するとともに、 その成果の普及 

のための研修を 実施する。 

短期専門家 

1  インフラ整備 

道路整備、 給水施設整備等インフラ 整備に関する 計画策定、 施工監理を実施する。 5 年間 

で 36M/M 程度。 

2  保健分野短期専門家 

マラリアなどの 疾病対策システム 化に関する助言・ 指導を行 う 。 

5 年間で 15M/M 程度。 

3  農作物市場調査 
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概算事業費 14 億円 

- 専門家長期 工人 1 年 1,500 万円 X 5 人 X 5 年 三 35,500 万円 

( 全員直営を想定 ) 

専門家短期 lM/M200 万円 X  76M/M  二 l5.200 万円 

( 直営と民間の 平均推定単価 ) 

研修 員 1 人 3  ケ月 300 万円 X  5  人 X  5  年 三 7,500 万円 

機材 車両等 ランドクルーザー 5  台 800 万円 X  5  台 二 4,000 万円 

現地業務費 

Ⅰ 般 活動費 年間 2,500 万円 X  5  年 二 12.500 万円 

現地適用化事業 道路 lkm2,000 万円 X  30km  二 60,000 万円 

( 雨期の状況が 劣悪なところを 補修 )   

その他モデル 地区整備 5,300 万円 
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3. ミニッツ ( プロジェクト 形成調査結果 ) 

Minutes@of@Meetings 
between 

the@Pro5   ct@Form@ation@Study@Team@and 

A Ⅱ th0 Ⅱ ニ tiesConce 戸 nedo Ⅰ theG0v 億 rnmento Ⅰ UnionofMyanIna 丘 

  
on 

Technical@Cooperation@Project@for 
the@Eradication@of@opium@Poppy@Cu Ⅰ   ivation@and@Poverty@Reduction@in 

Kokang@Special@Region@No ， l 

The@ Project@ Formulation@ TOam@ (hereinafter@ referred@ to@ as@ "the@ Team")@ on@ technical 

cooperation@project@for@the@Eradi   a Ⅰ     on@of@opium@Poppy@Cu Ⅰ   iva@on@and@Poverty@Reducion@in 

Kokang@Special@Region@No ・ l@(hereinafter@referred@to@as@"the@Project") ， organized@by@the@Japan 

International@Cooperation@Agency@(hereinafter@referred@to@as@"JICA")@headed@by@Mr ・ Takahiro 

MORITA ， was@dispatched@to@Myanmar@from@June@27,2004@to@July@7,2004   

Du Ⅰ     ng@its@stay,@the@Team@exchanged@viws@on@the@Project@with@the@Myanma@authoLt@s 

concerned@on@the@Project   

As@a@resu Ⅰ   of@the@dicusSon,@both@pa Ⅰ ies@reached@common@understandings@concerning@the 

matters@referred@to@in@the@documents@attached@hereto ， Both@par@es@wil@convey@the@contents@of 

th@   Minutes｛f｀eetings》o》he@   respective“overnments ， 
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THE@ATTACHED@DOCUMENT 

Summaryヽeport 
of@the@Second@Pr0ect@Formu Ⅰ   tion@Study 

for》he‾roject｛n》he・radication｛f｛pium‾oppy，ultivation 
and@Poverty@Reduction@Project@in@Kokang@Special@Region@No ・ l 

1 General！nformation｛f》heヾtudy 

(l)  Back 打 ound  of 血 eS 抽 dy 

The’irst‾roject：ormulationヾtudyゝeam・ ， organized｜y 

the@Japan@International@Cooperation@Agency@(hereinafter@referred@to@as@"JICA")and@headed@by 

Mr ・ Mikiharu@SATo ， Managing@Director ， Regional@Department@1 ， JICA ， visited@the@Union@of 

Myanmar@from@February@6@to@March@14 ， 2004 ， for@the@purpose@of@evaluating@and@reviewing@of 

implementation@plan@of@upcoming@buckwheat@project@as@well@as@fact@findings@for@the@project 

formulation｛f・ 

in@Kokang@Special@Region@No ， 1." 

Reviewing》he’act’indings‖cquired｜y》he’irst｝roject’ormulation《tudy》eam ， the《econd 

project’ormulation《tudy》eam『as‥ispatched》o’ormulate’ramework｛f》he・radication｛f 

Opium‾oppy，ultivation‖nd‾overtyヽeduction‾roject（n゜okangヾpecialヽegion¨o ， l‖s‖ 

comprehensive@technic@@   cooperaton@project@to@a@viate@poverty@in@the@area ， 

(2) Objectives｛f》heヾtudy 

The@Study@was@done@to@provide@a@good@understanding@about@framework@and@procedures@of 

the@Technical@Coopera@on@Project@in@order@to@formu Ⅰ   te@the@Project   

(3)@ Itinerary@of@the@Study 

Seet 士 leA コ nex Ⅰ 

(4)@ Members@of@the@Study@Team 

See@the@Annex@2 

  2 
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(5) Lit｛f》he｝articipants｛f》he［ee@ng 

See》he、nnex・ 

2.  Findings0ftheS 抽 dy 
  

(1)@For@effic@nt@and@smooth@implementa Ⅰ     on@of@the@Project,@coordna Ⅰ     on@and@colaboraton 

among@rCevant@inst      uTons@not@on Ⅰ   at@the@fiCd@ Ⅰ   vC@   but@aso@each@admi   itrat@   e@levG   

would@be@strengthened   

(2)@For@intensive@and@efficient@implementation@of@the@Project ， establishment@of@a@project@office 

for@Japanese@experts@in@Laukai@would@be@inevitable   

(3)@In@order@to@share@ownership@and@responSbijies@for@sustanable@dev0opment,@cost@sha Ⅰ     ng 

of@Myanma@Sde@and@Japanese@3de@would@be@needed ・ Detal@measures@to@be@taken@by 

Myanma@side@and@Japanese@side@are@to@be@clarified@in@due@course ． 

(4)@It@is@confirmed@that@the@following@steps@will@be@taken@to@start@the@Project@by@both@sides: 

@Government@of@Myanmar@prepares@ and@sub@ts@application@ for@the@project@through 

diplomatic@channel@based@on@minutes@of@meetings@with@the@second@project@formulation 
s 杣 dy  te 田 lon  the  projectto  Embassy  ofJapm  ln  Mymm Ⅱ・ 

2)Govemment@of@Japan@examines@said@application ・ 

3)After》he application is adopted｜y；overnment｛f゛apan ， JICA‥iscuss the detail 

deSgn@of@the@project@and@sign@on@Record@of@DicusSon@(R/D ） 

3. Con 且 rmna 虹 onInthewrap-upmee ね ng 

(1)@ The@responsible@organization@of@the@Project@is@the@Progress@of@Border@Areas@and@National 

Races@Department@(hereinafter@referred@to@as@"PBANRD") ， and@PBANRD@coordinates 

five@(5)@Implemening@organizatons,@namey,@Myanma@Agriculture@Serv Ⅰ   es@under@the 

Ministry｛f、griculture‖nd！rrigation ， Public仝orks「nder》he｀inistry｛f，onstruction ， 

Kokang@ Special@Region@No ， l ， one@department@under@the@Ministry@of@Health@and@one 

department@under@the@Ministry@of@Educaion,@whih@are@to@be@decided@as@Implementation 

Organizatons   

(2)@ The@said@Implementing@organizations@w@l@Sgn@on@the@Record@of@Dicus$on@(R/D)@for 

the@Project@as@witnesses@add@   g@to@PBANRD@as@the@ma@@   s Ⅰ   natory ， 

(3)@ Pilot@Areas@means@other@areas@besides@Lontan@and@Tarshwetan@in@Kokang@Special@Region 

No ・ l ， 

(4)@ Both@Myanmar@Sde@and@Japanese@3de@con Ⅰ irmed》hat…ost《haring’or》he‾roject（s 

necessary ， 
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(5)@ For@estab Ⅰ     shment@of@a@project@office@for@Japanese@experts@in@Lauka,@further@dicusSon 

wih@r0ated@organizatons@@@   necessary@to@examine@security@for@the@Japanese@experts   

4.@ Outli   e@of@the@Techni   @@   Cooperati   n@Project 

See 伍 eAnnex4 
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Outline｛f》heゝechnic@   Cooperation‾r0ect 
on@the@Erad@   ation@of@opium@Poppy@Cultivation 

and@Poverty@Reduction@Pr0ect@in@Kokang@Special@Region@No ・ l 

1.ゝhe。ackground｛f》he‾roj   ct 

The@ Buckwheat@ Cultivation@Proect@has@been@implemented@ since@ 1997@ in@ close 

collaboration between Government ofゞnion of｀yanmar and Government of 
Japan@for@contributing@eradication@of@opium@poppy@cultivation@in@Northern@Shan 

State ， Since・ 

target@areas@were@gradually@expanded@up@to@4160@acres   

The 1st Pr0ect Formulation Study Team for "Eradication of Opium Poppy 

Cultivation@ and@ Poverty@ Reduction@ Pr0ect"@ was@ organized@ by@ JICA@from@ 6th 

February‖nd・ 

Buckwheat@ Cultivation@ Pr0ect@ and@ to@ review@ the@ implementation@ plan@ of 

upcoming@buckwheat@project@as@well@as@fact@findings@for@the@project@formulation@of 

"Eradication of Opium Poppy Cultivation and Poverty Reduction Pr0ect" in 

Kokang@Special@Region@No ． l ． 

Findings‖ndヽecommendations｛f》he《aid《tudy》eam（nclude’ollowing｝oints     

(l)@Continuous@support@may@be@necessary@until@when@farmers@in@Kokang@Special 
Region@ can@cultivate@buckwheat@by@themselves,@ which@is@ considered@to@be 

appropr ェ atet0ace ご taineXtentasasubst;tu セ ecropof0piumpopp Ⅴ @an ょ also 

manage‖《eries｛f‖ctivities’rom…ultivation》o［arketing（n…ollaboration 

with@the@Myamnar@Government ， In@case@we@continue@our@support@to@Kokang, 

it（s］ecessary》o〉eview》he（mplementation｝lan‖nd《ystem｛f》he’uture 

project@ based@ on@ the@ lesson@ we@ learned@ through ・ the@ past@ five@ (5)@ years 

experiences ， 

(2)@At@the@same@time,@in@Kokang@Special@Region,@external@assistance@is@needed@to 
promote@overall@social@development,@including@agricultural@development@(not 

only buckwheat cultivation but also other substitute crop introduction), 

infrastructure@development@and@Basic@Human@Needs@satisfaction@(education 
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2.@ T Ⅱ e@Frameworks@of@the@Pr0ect 

2.1‾rojectゝ@   Ⅰ   

The@Eradication@ of@opium@Poppy@ Cultivation@and@ Poverty@Reduction@ Project@ in 

Kokangヾpecialヽegion¨o ， l・ 

2.2@Responsible@organization 

Progress｛f。order、reas‖nd¨ationalヽaces．epartment 

 
 

g
 

2
 

2
  

 

2.3！mplementing｛rganization 

Myanma@Agriculture@Services ， Ministry@of@Agriculture@and@Irrigation 

Ministry@of@Health 

Ministry｛f・ducation 

Pub Ⅱ cWorks,Minjst 巧 /0fConstmc Ⅱ on 

Kokmg  SpecialRegionNo.1 

2.4‾r0ect、rea 

  Northeastern Shan State Special Region¨o ， l (Laukai District, that（s ， Kokang 

Specialヽegion¨o ， 1)・ 

Regarding@activities@for@output@3@through@output?@of@2-10@"outputs@and@Activities" ， 

mod0   areas‖nd｝ilot‖reas‖re《et「p‖s’o Ⅱ   owS     

1)@ Model@Areas@(Lontan ， Tarshwetan) 

For@the@purpose@of@disseminaton@of@comprehen$ve@rur@@   community@deveopment, 

intensive》rainings『ill｜e…onducted’or〕eading’armers ， 

2)@ Pilot@Areas@(other@areas@in@Kokang@Special@Region@No ， 1) 

Forthepu 中 o5eofd]ss0mlnatlonofou ゆ utsofactIvltlesln 血 cModelATeas)PI]ot 

Areasaretobes 口 ectedlntheprocessof 士 ejmplementatlonofthePro コ ect. 

Ⅰ 五 em?I 口Ⅱを 47Regg ほ Ⅱ @d 二 %g ロ c ご Ⅰ v 几 ナ色 コ / わ r も は c ん Ⅱ 7% 宮口 正 c ⅡⅠ z Ⅰ va Ⅰ Ionm れ lg れ f Ⅰ o れ e ガ inlo ひと戸はす 2 

72. Ⅰ 0 ， 乃 ow 召 v 召 耳孔ⅠⅡ 田 eDiS ゴ アニ亡 1 口 れ d 勾 l! Ⅰ ぴ ぬ打 召 D ヱ 宙が iC Ⅰ 臼 r ピ I 耳 Ch 穏み e み 

在庄 佛 0 れ iton,zntS れ比 口占 

Ⅰ 五 p,m71 己 「正 ヨ y 月 旧 '9 ⅠⅡ ガ i Ⅱ lg Ⅱ e ご lvi は eS ノ わト 75 「Ⅰ竹川 rg ギ ア 宙 7 タ m72 れ nenfio 沌 セイⅡⅠ 0 ぴ 中ぴごヨ イ 2.70, 

Ⅳ な Ⅰ ヱ 戸ロ ァ Ⅱ i@ グ ヱん e 且ぷ im2is カブ @ メ gn ヱ CC ひ比ひ柁晩 Ⅱ ぱエ 7 「， /ig 窃ご Ⅰ on5%co 肌色 宙 Ⅰ ん e 

co 鵬 Ⅲ s ヱ亡は rIo Ⅱ． 
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2.5‾roject．uration 

Five@(5)@years 

2.6  Pro り ectBene 何 ciaHes 

Peoplewhosu 廿 en 仕 om  pove 比刀 n  Kokang  SpeciaIRegionNo.1 

2.7@Super@Goal 

1)@ Li   i   g@condti   ns@of@the@benefi0aries@are@improved 

2)@ Successf@@   expe Ⅰ     ences@ of@the@ poverty@reductin@ and@ rural@ dev0opment@ i   

Kokangヾpecialヽegion¨o ・ l（s‥emonstrated‖s‖〉ural‥evelopment［odel｛f 

Post@opium@poppy@cultivation@areas   

2.8@ Overall@Goal 

SUCCeSs 血 leXpeFlenceSoftheM0deIA Ⅰ eaS 打 edl5Semlnatedt0%eo 血 e 「 a ァ eaS ln 

Kokangヾpecialヽegion¨o ， l   

2.g  Pro り eectPu 中 oses 

1)@Critical@situation@of@people@in@poverty@right@after@the@eradication@of@opium@poppy 
cultivati   n‖re［iigated ・ 

2)@ Successful@ experiences@ of@poverty@ reducion@ actvities@ implemented@ w Ⅰ   h 

collaboration@of@Myanma@government@and@Kokang@Special@Region@No ， l@ and 

villagers ， self-reliant｝articipation‖re‥emonstrated（n》he｀odel、reas   

2.1OOu ゆ utsandActjvities 

OUTPUT@1@ :@Urgent@critical@situation@is@mitigated 

Acti   ity@1-1@ :@To@distribute@agricu Ⅰ ur@@materi   Ⅰ   inCuding@fertil@ers@and@seed 

Acti   iy@1-2@:@To@conduct@farmers'@trainings@for@the@critc@@   siua Ⅰ     on 

Activity@1-3@ :@To@cope@with@unusual@occurrence@of@malaria 

Activi ゆ 1-4  :T0  provide  in 丘 astmct Ⅳ e  (road,watersupply  臆 c Ⅲ な ， etc.) 俺 rurgent 

necessity’or》he‖bove‖ctvities 

OUTPUT@2@ :@The@who Ⅰ   process@from@cDti   atin@to@marketing@of@buckwheat@i   

establ Ⅰ   hed 

Actvity@2-1@:@To@conduct@expeTment@for@improvement@of@cu Ⅰ   iva@on@and@quaiy 

contro]ofbuckwheat 

Activity・ 
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Activity・ :ゝo《upport｜uckwheat｝rocessing 

Activ 吋 2-4     To…onduct［arketing〉esearch｛n｜uckwheat‖nd｝roducts［ade｛f 

buckwheat 

OUTPUTS :：armi   g《ystem（s（mproved 

Acti   iy・ :To examine improvement of cNt@   ation techniques and croppi   g 

system@on@food@crops@for@loc@@   consumpton@and@ income@generaton 

crops@@@   post@opi   m@poppy@cu Ⅰ   ivat Ⅰ   n@areas 

Activity@3-2@ :@To@conduct@farmers ， training@mainly@in@the@Model@Areas 

OUTPUT4 :´ivCi   ood（mprovement‖ctivii   s‖re…onducted 

Ac Ⅰ     v Ⅰ y@4-1@ :@To@conduct@actvities@for@nutTtion@enhancement 

Ac Ⅰ     viy・ :ゝo…onduct‖ction〉esearch’or（ncrease｛f’armers'（ncome（nclud@   g 

i   come@generati   n@by@non-agri   u Ⅰ ural@activii   s@manly@m@the@Mod@   

Areas 

Activity@4-3@ :@T0@conduct@activities@for@improvement@of@hygiene@environment 

OUTPUT5 :。asic”ealth《ituation（s（mproved 

Activ 五七 3 ア 5-l :ToprovldemeasWe5andeduca 士 Ⅰ onf0 丁 malar Ⅰ acon 廿 o1 

Activity・ To support preventive   systematizing EPI (Expanded program of 

Immuniza@on)@campagn 

Activity@5-3@ :@To@train@community@health@workers@(volunteers)@mainly@in@the@Model 

Areas 

OUTPUT6 :・ducation‘nvironment（s（mproved 

Activity@6-1@ :@To@distribute@materials@and@support@activities@for@literacy@education 

Ac@vity・ : To（mprove‘ducaton‘nvionment・ Ⅰ   , 

quality@of@teachers)@for@school@chidren   
Ac Ⅰ     vity・ :ゝo（mprove‖ccess’or｛ut-of-school…h@dren 

OUTPUT? :！nfrastructures’or（mplementi   g》he‾roject‖re…onstructed 

Ac ㎡， vi ワ 7-1 : NecCessary facl Ⅱ 血 es and equlpment for the rese 打 ch and ぬ e 

experiment@in@the@experimental@farm@of@the@Ministry@of@Agriculture 

and！r Ⅱ     gaton（n¨a Ⅰ     ,´auk@     are｝rovided ， 

Activity@7-2@ :@ The@ following@ facilities@ for@ the@ Model@ Areas@ are@ constructed; 

expe Ⅱ     ment3@   and@demonstra Ⅰ     on@farms,@ faC@     Ⅰ     es@for@secu Ⅱ     ng@water 

supply, communiy centers for the acTvii   s on educaton, hea Ⅰ   h, 
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2.11@ Work@Schedule 

See》he、ttachment・ 

2.12@Pr0ect@organi   aton 

See》he、ttachment・ 

  2.13  Necessa ヴ Inputs 

-Japan  Side 

(1) lapaneseexpe れ s(long-teIml.sho は -tem   

(2)@ Training@for@C/P 

(3)@ Cost@for@materials@and@equipment 

(4) Local…osts 

， Myanmar@Side 

( 上 )  Counte 印荻姪 

(2  )  Pr の ectomce  and  related  ぬ cilitiesanld  equipment 

(・ Adminitration‖nd［aintenance…ost 

3.@Steps@taken@for@the@Project: 

(1)@ Government@ of@ Myanmar@ prepares@ and@ submis@ applcation@ for@ the@ project 

through@diplomatic@channel@based@on@minutes@of@meetings@with@the@second@project 
formulatj   n《tudy》eam｛n》he｝r0ect》o・mbassy｛f゛apan（n｀yanmar ， 

(2)@ Government@of@Japan@examines@sad@appli   ati   n   

(・ After》he‖pplication（s‖dopted｜y；overnment｛f゛apan ， JICA‥iscuss》he‥etail 

design@of@the@project@and@sign@on@Record@of@Discussion@(R/D ） 
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4. ミニッツ ( 個別専門家ワーウプラン ) 

MINUTES OFMEETINGS 

ONWO 照 LAN  OF 
"BUCKWHEAT@CULTIVATION@AND@PRO@GRAM@ADMINISTRATION"@AND 

  。 BUCKWHEAT｀ARKETING、ND‾ROGRAM，OORDINATION'   

BETWEEN 

PROG 蛇 SS0FBO 恥 ERAMASANDNATIONALMCESDEPART 皿 NT, 
MINISTRY@FOR@PROGRESS@OF@BORDER@AREAS@AND@NATIONAL@RACES@AND 

  DEVELOPMENT@AFFAIRS,@UNION@OFMYANMAR 

AND 

JAPANINTE 蛆 ATIONALCOOPEMTIONAGENCY 

Progress@ of@Border@ Areas@ and@National@ Races@ Department@ (hereinafter@ referred@ to@ as 
"PBANRD") ， Ministry@for@Progress@of@Border@Areas@and@National@Races@and@Development@Affairs 
and@Japan@International@Cooperation@Agency@(hereinafter@referred@to@as@"JICA")@ had@a@series@of 
discussion@on@activity@plans@of@two@long-term@JICA@experts ， which@are@"Buckwheat@Cultivation@and 
Program、dministration"‖nd・ 
findings@and@recommendations@made@by@the@1st@Project@Formulation@Study@Team@for@"Eradication@of 
Opium@Poppy@Cultivation@and@Poverty@Reduction@Pr0ect" 

The@minutes@covers@whole@assignment@period@of@the@said@experts@and@ther@activities,@which 
wi Ⅰ   be（ntegrated（nto’uture…omprehenSve｝roject・   aton ， of｛pium‾oppy，u Ⅰ   ivaton‖nd 

Pove す け Reductlon ヵ   

As@a@resu@@   of@the@dicussion,@both@Sdes@agreed@upon@the@baSc@framework@of@the@@   ac@vities   

The  m あ or  items  of  the  above-men 廿 onedfr 接 @ewoIk,whjch  were  a 臣 eed  by  both  p 町 Ⅱ 七 s,  are  as 

a は ached  hereto. 
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D@ector；enera Ⅰ   

Progress@ of@ Border@ Areas@ and@ Na Ⅰ     onal 

Races@Department ， 

Minitry@for@Progress@ of@Border@Areas@and 
Naion@@   Races@and@Development@Affais, 
Union@of@Myanmar 

  

Mr ， TakahiroヾASAKI 

Residentヽepresentative ， 

Myanmar@office 
Japan@Internatonal@Cooperation@Agency, 
Japan 
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THE@ATTACHED@DOCUMENT 

1.@ BACKGROUND 

l.TheBack 肛 oundoft Ⅱ ePr 可 ect 

The@ Buckwheat@ Cultivaton@ Pr0ect@ has@ been@ imp Ⅰ   mented@ Snce@ 1997@ in@ Cose@ co Ⅰ   aboraton 
between@Government@of@U@on@of@Myanmar@and@Government@of@Japan@for@contTbuti   g@erad@   ati   n 
of@opium@poppy@cultva Ⅰ     on@in@Shan@State ， Since@ 1999.@the@commer0al@cul@va Ⅰ     on@was@started@as 

2102@acres@and@the@target@areas@were@gradually@expanded@up@to@4160@acres     

The@1st@Proect@Formulation@Study@Team@for@ ㏄ Eradication@of@opi   m@Poppy@Cultivation@and@Poverty 
Reduction@Project"@was@organized@by@JICAfrom@6th@February@and@14th@March ， 2004.@Its@purposes@are 
to@evauate@achievements@of@the@Buckwheat@Cu Ⅰ   ivation@Pr0ect@and@to@reviw@the@implementation 
plan@ of@upcoming@ buckwheat@ project@ as@ well@ as@ fact@ findings@ for@ the@ project@ formulation@ of 
"Eradication@ of@opium@ Poppy@Cultivation@ and@ Poverty@Reduction@ Program"@ in@Kokang@ Special 
Re 宇 0nNo.1   

Findings@and@Recommendations@of@the@said@study@team@include@following@points; 

(1)，ontinuous support［ay｜e］ecessary「ntil『hen fanners in゜okang Speci4   Region can 
cultivate@buckwheat@by@themselves,@which@is@considered@to@be@appropriate@to@a@certan@extent 
as‖《ubstitute…rop｛f｛pium｝oppy,‖nd‖lso［anage‖《eries｛f‖ctivii   s’rom…ultivaton》o 

marketing@in@col Ⅰ   boration@wih@the@Myanmar@Government ・ hi@case@we@continue@our@support@to 
Kokang,@it@is@necessary@to@rev@   w@the@implementati   n@plan@and@system@of@the@future@project 
based｛n》he〕esson『e Ⅰ   arned》hrough》he｝ast’ive・ ・ 

(2)@At@the@same@time,@in@Kokang@Spe0@@   Region,@external@assitance@is@needed@to@promote@overal 
social@development,@including@agricultural@development@(not@only@buckwheat@cultivation@but 
alsoothersubsti 抽 tecropslnt Ⅱ ロ oductl0n)Jln Ⅰ ミ ニ astmc 憶 red 七 vel0pmentmdB 棚 Ⅰ cHumanNeeds 
satisfaction@ (educaton@ and@ health)@ ,@ so@ that@ Kokang@ people@ can@ sustain@ their@ ⅠⅤ     ngs@ by 
ぬ emselves. 

Fol]owing  ぬ e  said  s 憶 dy  team,  Govemmment  of  Myanm 荻 submitted  applicatjon  面 m  め て 

experts,『Lch［ent@   ned》hat》echni   @   transfer｛f｜uckwheat…ultivation‖nd〈uality 

cont エ ol had not yet c0mp Ⅰ eted a Ⅱ d Ⅰ mp ざ ovemeDt of qual 二七 y, ma で keting and   

transportation@ of@ buckwheat@ would@ be@ still@ necessary ， JICA@ dispatched@ the 
following@two@long ・ term@experts@in@response@to@the@request@made@by@Government@of 
Myanmar. 

2.  PERIOD  OFACTIVIT 皿 S 

Approximately@1@year@(from@the@signing@date@to@18th@June ， 2005) 
The@activii   s@of@two@experts@will@be@integrated@into@future@comprehenSve@pr0ect@ ㏄ Eradiati   n@of 
Opium‾oppy， Ⅱ   tivat@   n‖nd‾overtyヽeducti   n"   

3.  TARGETA 蛇 AS 

Laukai@District ， Muse@District ， Kyaukme@District@in@North-eastern@Shan@State 
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4.  MEASU 郎 S TO BE TA 細 NBY  PROG 館 SS OFB0 皿 ER  A 細 AS A 舶 NATIONAL 
MCESDEPARTMENT 

    PBANRD will secure appropriate travel permissions ， and facilitate the visits of》he JICA 
Experts@and@the@project@staff ， s@to@all@target@areas   

2.@ PBANRD@ will@ coordinate@ with@ relevant@ departments@ to@ assign@ necessary@ technical@ staff@as 
-@ counterparts@of@the@JICA@Experts@ and@logistic@staff@to@ implement@the@project@effectively@and 

smoothly ・ 

3.@ PBANRD@ will@ facilitate@ applications@ for@ Stay@Permit@ and@Multiple ・ entry@visas@ of@the@JICA 
Experts‖s《peedy（n‖《pirit｛f［utual》rust‖nd’riendly…ooperation,《o‖s》o’acilitate》he 
e Ⅱ 乙 C 廿 Veandef Ⅱ cIentImPlementa な O 且 Of ぬ eaC 亜 Vltlc5   

4.@ PBANKD@will@be@the@implementing@body@of@the@project 
5.@ PBANRD@by@wil@faciiate@necessary@coordination@among@r0ated@ Ⅰ     ne@minist Ⅱ     es@for@preparation 

of@the@ new@ comprehensive@ project@ "Eradication@ of@opium@ Poppy@ Cultivation@ and@ Poverty 
Reduction"     

6.@ PBANRD@will@allocate@necessary@budget@to@implement@the@project 
a.seed 酊 Ⅰセニ fe 「 tilizer 

b, 迂荻 nspo れ atron 
c.seedprocesslngoperatlon 
d ・ necessary｛peration’or‘xporting 

5.  MEASURESTO  B 瓦 TAKEN  BY  THE  皿 CA 

me  JICA  willprovide  ぬ e  騰 llowmng  serVices, 

l.  DISPATCH  OF  LONG.TERM  U 皿 @AAN N]lESE  Ⅰ EXPERTS 

-  BuckwbeatCul 廿 vaHon 町 ldPr0gFaInA 由 Ⅱ inis 廿 a 廿 on 

・ Buckwheat@Marketing@and@Program@Coordination 

2.@ SUPPLEMENTAL@SERVICES@ASSISTING  THELONG-TER ㍉Ⅰ EXPERTS 

(1)@Short-term@Experts@(tentative) 
， Buckwheat｀illing 
  Buckwheat@Noodle@Making 
    MaerJapanese  expe れ s  on  o ぬ erreIated  且 elUswould  be  conslUdered  Ifnecessary. 

(2)‾rovision｛f｀achinery‖nd・quipment 
ⅡⅠ e  JICA  wilI  provide  such  as  machinery,  equipment  田 ld  other  materials  necess 打 y  騰 Ⅰ   

assisting@activities@by@the@experts   

  Buckwheat’ood｝rocessing［achine・ ， Noodle｀aking ， and‘tc ， ) 

， Vehicles ， fertilizers@and@others 

  

(3)ゝraining｛fMyanmar‾ersonnel（n゛apan 
The@JICA@wi Ⅰ   receive@Myanmar@counterpart@personnel@for@technical@training   

6.@ ACTIVITIES 

Acti   iti   s@are@stip Ⅱ   ated@in@attached@work@Pan   
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Ac 廿 vitiesare  sHp Ⅱ lated  i Ⅱ a Ⅱ ache 己 work  pIan   

7.@ ESTIMATED@COST@FOR@THE@ACTIVITES@BORNE@BY@JICA 

  Approximatelyヾ・ 
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第 2 章 農業分野 
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(1) 短期的課題 

1) 肥料支援 

コーカン地域は 酸性燐酸欠乏土壌であ り、 肥料なしには 生産性をあ げることが難しいた 

め、 前回の調査では ¥0 年の期限を定めて 肥料を供与することが 提言されている。 しかし、 

今回の郷村長の 調査では、 ほとんどの農家が 種子，肥料配布に 併せて施肥方法についての 

指導が必要との 見解を示しており、 肥料配布が即有効な 支援になるのかは 不明瞭であ る。 

よって、 肥料配布の効果を 上げるには、 施肥方法を中心とする 簡単な研修と 合わせて実施 

することが必要であ ると考える。 さらに言えば、 肥料だけを配布することは 現実的ではな 

く 水稲、 陸稲、 トウモロコシなどの 主要穀物の種子と 合わせて配布することが 望まれる。 

また、 10 年間という期間については、 l に A スキームからいっても 困難であ るため、 緊急 支 

援の必要な地域を 選定し、 主要地区までの 輸送支援と併せて 行 う ことが望まれる。 

2) チャ生産の振興 

前回の調査では、 チャの生産技術改善とより 有利な新品種の 導入が提言された。 今回の 

コンジャン地区の 現地調査でも、 チャの加工の 改善に対する 支援を求める 声が多くあ がっ 

た。 前回のプロジェクト 形成調査時には、 コーカン特別区で 生産されたチャを ミ ヤンマー 

側 へ出すことは、 輸送規制があ り困難を極めたが、 最近になってミャンマ 一政府の国境整 

備 団 ( ナサ ヤ ) が輸送規制を 緩めてきており、 コーカン茶のミャンマー 側への輸送は 再開 

しつつあ る。 価格も 2003 年の同時期 (6 月 ) の 2 ～ 3 元ノビス (1.63k9) の低価格から 5 

～ 7 元Ⅰビスに上向いている。 

コーカン北部地区には、 現在マンサ一に 民間のチヤ工場が 存在することから、 コンジ ャ 

ンや ターシェータンに 工場が設立されることも 非現実的ではないため、 今後のプロジェク 

トの展開にはチ ャ も視野に入れ、 チ ャ の先進地 ( チヤ クメ ・ナンサン ) の視察や先進農家 

を 講師とした技術研修を 行 う ことを提言したい。 この茶に対する 協力は、 地域に現有する 

特産品の再生の 好例となることが 期待される。 

3) 要 代替作物の導入 

前回の調査では、 仮標高地帯、 中標高地帯、 高標高地帯の 代替作物としてそれぞれキャ 

ッサバ、 キマ メ 、 バレイショが 可能性のあ る作物としてあ げられている。 今回の調査では、 

豆類及びジャガイモは 既に導入きれており、 将来の普及の 可能性が高いと 判断されるので、 

栽培試験に導入すべき 有望作物であ ると考えられる。 しかし、 キャッサバについてはコー 

カン地域の農民には 食習慣がほとんどなく、 普及は非常に 難しいと考えられる。 試験的 栽 

培は実施できるが 主要作物としての 地位は低い。 
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(2) 中期的課題 

1) 高 収量品種の導入 

前回の調査では、 基本穀物の収量 増 と集約的な土地利用のために、 高 収量品種及び 耐寒 

佳 品種の導入を 図る必要があ るとの提言がなされた。 現存の品種では、 栽培不可能な 高冷 

地に適応する 品種の導入は 有効な手段であ ると考えられる。 今回の現場調査でも、 新品種 

の導入に対する 期待は高く 、 特に高冷地用の 耐寒性品種の 導入が望まれている。 

ただし、 現在普及しっ っ あ る イネ のハイブリット 種については、 毎年種子の更新が 必要 

となる ぅ えに肥料の要才量が 高いこともあ り、 すべての農家を 対象には普及できない。 ハ 

イブリット品種の 導入は、 種子の更新が 必要ない改良種等との 品種比較試験の 結果により 

検討したひ。 耐寒性に注目した 場合、 隣国の中国あ るいは日本や 国際機関が保有する 耐寒 

佳品種の導入が 考えられる。 

2) 自給率を上げる 作付体系の構築 

前回の調査では、 自給率を上げるために 二毛作の可能性を 検討する必要があ ると提言さ 

れている。 既存の作 付 体系を改善するには、 年間を通じて 農地を利用する よう に乾期作物 

( ポストモンスーン 作物 ) を導入することが 不可欠であ る。 しかし、 乾期作には、 濯概が 

必要で、 その普及には 水利条件が制限要因となるため、 水利条件の悪い 農地においては 小 

規模 濯潮 と併せて普及を 展開する必要があ る。 

3) 油脂作物及び 換金作物の導入 

前回の調査では、 ダイズ及びナタネ 、 の 導入が提言きれている。 今回の調査で 既にダイズ、 

ナタネの作付けを 実践している 農家がおり、 将来 作付 体系に導入できる 可能性は高いと 判断 

される。 農家との要望も 考慮しプロジェクト 活動として実施する 意義はあ ると考えられる。 

4) 在来品種の合理的栽培技術の 検討 

コーカン特別 E の多くの農家が 化学肥料の恒常的な 購入が難しい。 そのような状況下で、 前 

回 提言されたよらに 在来品種の合理的な 栽培技術の確立を 検討することは 非常に意味があ る。 

5) 苦土石灰工場の 建設 

酸性土壌の矯正には、 コーカン特別 E でも入手可能な 既製の苦土石灰を 利用することが 

現実的であ り、 JICA のスキームでは 対応困難であ ると考えられる。 

6) 農業試験・普及センタ 一の設立 

地域の農業環境に 適した 高 収量品種の選定及び 適正技術の確立には、 本提言は早急に 対 

応すべき事項であ り、 詳細に後述する。 

(3) 長期的課題 

1) 永年換金作物の 導入 

チヤ、 タルミ、 果樹 類 、 ゴム、 桑などが・傾斜地農業及び 営農上の危険分散のためにあ 

げられている。 地域の特色を 活かし、 その土地に合った 多種多様な作物を 導入することが 

農業の理想であ るが、 現金収入としての 意味合いが強い 末年性作物の 導入は、 市場性及び 

輸送性の観点から 時間をかけて 導入を決定する 必要があ り、 主要穀物の技術確立のあ と   

実施すべき事項と 考えられる。 

2) 農業関連産業の 育成 

現在コーカン 特別区には、 農業関連産業はほとんどない。 ワ 特別区などにおいては、 茶 
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工場、 酒造工場、 タバコ工場などもあ るが、 いずれの場合も さ ヤンマー側への 輸出規制が 

あ り、 中国側とは、 価格競争と専売 制 に抵触するために 販売できない 状態であ る。 長期的 

には農業関連産業の 育成は、 コーカン特別区の 農民が貧困から 脱却するための 必要不可欠 

の事項であ るが、 今回のプロジェクトの 中で実施することは 困難であ る。 

2 一 2  人材の配置について 

色 ) カウンターパー トの 配置について 

Z004 年 8  月 17 日の U  Kyaw  Ⅲ ajng ミ ヤンマー農業公社 (MyanmaAgriculture  Services  : MAS) 

周次長との協議の 結果では、 表 2 一 1 のように新たに 3 人のスタッフの 協力が必要となる 結 

論を得た ぅ えに、 同氏からはカウンターパートの 配置には全面的に 協力するとの 回答を受け 

た 。 ただし、 何らかの形で 手当てを出してほしいとの 要求があ った。 

プロジェクトでは、 NAL 胴 場を使用しての 栽培試験研究とモデル 圃場を中心とする 研修・ 

普及活動が農業分野の 二本住の活動であ るが、 MAS からの十分な 人材の確保が 困難な状況を 

考えると、 MAS の人材は栽培試験に 集中して投与し、 研修・普及活動はコーカン 特別 E から 

人材を確保し、 MAS との協力で活動を 実施することが 最善策であ ると考える。 ナリ 試験場 及 

び ターシェータンで 確立された栽培技術を 速やかに普及展開させるためには、 農民との間に 

言葉の壁が存在する MAS スタッフを補佐しながら 普及活動を展開する 農業普及貝灰 ぴ ファシ ， 

リテーター的な 役割を果たすコーカン 人の人材の存在が 不可欠であ り、 プロジェクト 期間中 

にこの人材の 育成を目指すことが 懸命であ る。 コーカン特別区農業担当季女 光 氏には、 最低 

3 名の人材を派遣してほしいと 要望したところ、 文書にて要求すれば、 それに見合った 人材 

を 派遣するよ う 努力するとの 回答を得た。 

プロジェクト 期間中は、 MAS スタッフと同様にプロジェクトが 給与等を負担することが 必 

要 であ るが、 プロジェクト 終了後の自立発展性を 考慮すれば、 プロジ ヱ タト期間を人材育成 

期間と捉え積極的にコーカン 特別区からの 人材を採用することが 望まれる。 

図 2 一 1 及び 2 一 2 に予想 は れる人員配置の 概略を示す。 

表 2 一 1  カウンターパートの 配置予想、 ( 農業分野 ) 

実際に想定されるスタッフ 名を記載した。 
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栽培試験 丑サ千 Ⅱ 彦芽 普及 

MAS コーカン特別 E 

栽培試験 : 3 名 技術者 : 1 名 
研修 : 2 名 普及 員 : 3 ～ 5 名 

JICA 
長期専門家 1 名 

図 2 一ェ カヴ ンターパートの 配置 図 ( 農業分野 ) 

道路事情もあ り、 プロジェクト 
開始時から活動の 拠点にするこ コーカン北部 

とは難しいが、 将来的には、 口 コン ジ 

ンタンのような 高冷地 用 技術の 
普及のための 前線基地の役割を 
果たすことが 期待される。 

  高 冷地向けの栽培 
  

試験を行い、 特に 
                            ターシュータンに         類似した農業環境 

技術の改善に 貢     試験機関的な 機能を持つ ターシェータン   を持つコーカン 特 
敵 する。     

  
NALI 試験場           術の改善に貢献す 別 E 北部の農業技 

標高 1,000m  にあ : 
る NA Ⅱの成果を                                                                                               る 。 
1,500m 以上の高 
冷地に普及展開 
することは不可 NALI の中低地向けの 成果をまずはロンタン 
能 であ る。 

ロンタン 
で試し、 その適応性を 評価する。 良好であ れ 
ぼ 農家に普及する。 中低地向け技術の 普及の 
ための前線基地 
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(2) JICA 側 

プロジェクトにおける 農業分野の活動は、 試験研究と研修・ 普及という 2 つの大きな活動 

からなる。 更には、 これにプロジェクト 開始時は、 緊急支援の活動も 含まれる。 現地に出向 

い ての活動も多くなることが 予想 t れるなか、 栽培試験の指導が 疎かになることが 予想され 

る。 プロジ ヱ タト開始時はそれぞれの 分野において 人材を育成することから 始まる可能性が 

高いことを考慮すれば、 プロジェクト 開始時の 2 年間は栽培試験と 研修・普及に 分けての長 

期専門家 2 人体制が理想であ る。 ただし、 個分野との長期専門家派遣との 関係で 2 人体制が 

不可能であ るとするならば、 集中的な短期専門家の 投入にて対応する 必要があ る。 短期専門 

家については、 業務は英語であ りながら、 生活では中国語及びミャンマー 語 という特殊事情 
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を 考慮すれば、 同一の専門家を 繰り返し派遣することが、 長期専門家の 任務の軽減にっなが 

ると考えられる。 

( 農業分野専門家 2 人の場合の lv/R 案 ) 

分 野 T/R 詳細 

栽培試験 ・ ナリ における中低地 向 げの栽培技術の 確立のための 栽培試験の設計・ 実施を 

， 行 - っ @ 。 

  ターシェータンにおける 高冷地向けの 栽培技術の確立のための 栽培試験の設 

き十 ，実施を千〒 う 。 

・上記試験に 必要な種子の 選定及び購入を 行 う 。 

・ MAS スタッフに対し、 試験計画・実施に 係る技術の指導を 行 う   

・研修・普及の 専門家との協力により 研修教材を作成する。 

・研修・普及の 専門家との協力により、 ロンタンにおける 学校菜園の指導を 行う   

研修・普及 ，緊急支援に 係る研修の準備・ 実施を行う。 

・緊急支援時に 配布する農業資材の 選定及び購入を 行う。 

・栽培試験の 専門家との協力により 研修教材を作成する。 

・栽培試験の 専門家との協力により、 ロンタンにおける 学校菜園の指導を 行 う   

  ナリ 、 ターシェータンで 実施する集団研修の 準備・実施を 行う。 

  ロンタンで実施する Farmer to farmer 研修の準備・ 実施を行う。 

  コーカン特別 E から選出きれたカウンターパートに 対して、 研修・普及に 係る 

技術の指導を 行 う 。 

2 一 3  々 り 及びモデル地区の 関係について 

チ リは、 農業分野の心臓部ともい う べき存在になる。 ブリで確立きれた 農業技術は、 まず、 ナ 

リ よりも低地にあ るため技術の 移転が可能であ ると考えられるロンタンで 試される。 ロンタンに 

は 先進的な農家が 多数おり、 新技術の導入に 積極的であ ることも好条件であ る。 

一方、 ナリ の成果を高冷地に 移転することは、 両者の環境が 大きく違 う ことからほぼ 不可能と 

考えられる。 現場のニーズが 高い高冷地対策は、 ターシェータンで 実施することが 考えられる。   

ターシェータンの 成果は 、 特にコーカン 北部の農業技術の 改善に寄与すると 考えられる。 

将来的にコンジャンは、 ロンタンのような 高冷地 用 技術の普及のための 前線基地の役割を 果た 

すことが期待される。 

2 一 4  フロジェウト 活動 ( 農業分野 ) の方向性について 

㏄ ) コーカン特別 E の持つ多様性に 対するクラス 分け 

コーカン特別 E と 一口にいっても、 ターシェータンの 標高 2,000m の 高 冷地からロンタン・ 

シヤオ カイ の低地までと 自然環境に幅があ る。 更には、 経済・教育・アクセス 面で村・農家 

ごとに大きな 較差が存在する。 栽培試験・農家研修を 実施するにあ たっては、 この地域環境 

及び農家レベルの 違いを念頭に 計画を立てることが 不可欠であ る。 試験計画を立てるときは、 

自然環境の違いだけではなく、 農業資材を買える 農家及び買えない 農家に対して 何が支援で 

きるのか、 この農家レベルの 違いにも気を 遣いたい。 
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経済状況及び 所有農地の条件の 違いによるコーカン 特別区農家の 分類 
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口
 

富裕層 

所有農地の条件もよく、 農業資材 

も自由に買える。 有用な農業技術 

の情報を配信するだけでも 十分列 

阿最 
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ゃ
 

資
 

ト
 

  
農業資材もほとんど 買えない。 所有する農地面積も 

グラフの数字は 、 ソバ プロジェクト 狭く、 条件も悪いため、 農業技術の支援を 行っても、 

及び調査の経験を 元に出した。 農業の改善だけでは 生活の改善の 可能性が極めて 

低い農家。 土地なし農民も 含まれ包括的な 緊急 支 
援 が必要。 

2 一 5  活動の詳細について   

(1) 栽培試験 

ナリ圃場を中心に 栽培試験を実施する。 しかし、 標高 1,000m に位置する ナリ 圃場の成果を 

高 冷地に展開することは 困難なため、 高冷地対策としてはターシェータン 地区を活用する 必 

要があ る。 詳細は、 付属資料 1 に記載した。 

試験項目 

ナリ 品種試験 

作付 体系 

在来品種対策 

施肥反応試験 

播種方法 

家庭菜園の実践 

験
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在来品種と有機 / 化学肥料の組み 合わせ試験 

  

高 収量を得るための 施肥 量 、 農家にとっての 適正量の設定 l 

陸稲における 散 播の改善 

多 品目野菜の栽培 ( 自家採種、 苗 作り、 上作りを中心に ) 

陸稲・トウモロコシ ( 高 冷地対策 ) 

高 冷地向けの輪作体系の 確立、 混植の奨励 
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(2) 研修活動について 

ナリ 圃場及びモデル 地区 ( コンタン及びターシェータン ) において、 以下のような 研修活 

動を実施する。 各研修の詳細は 付属資料工に 記載した。 

研修形態 研修内容 

チ リ 展示圃場 トウモロコシ・ 陸稲の一環研修 ( 栽培の重要な 時期に 農 

家を呼んで実施研修をする ) 

傾斜地農業 (SALT) の導入 

トレーナーズ 研修 苗 作り、 施肥方法、 自家採種方法など 

ロンタン Farmerto 血 rmer 研修 篤農家宅に泊り 込んでの長期研修 

学校菜園 学校周りの畑を 住民で管理する。 自家採種による 多 品目 

栽培を行 う 。 

ターシェータン 展示圃場 トウモロコシ ，陸稲の一環研修 ( 栽培の重要な 時期に 農 

家を呼んで実施研修をする ) 
傾斜地農業 (SALT) の導入 

現場 現場研修 種子・肥料の 配布時に視聴覚教材を 使用しての研修を 実 
( コンジャン ) 施する。 

各地から農家を 集めて行 う 大規模な研修は ナリ ( 中低地用 ) 、 ターシェータン ( 高 冷地 用 ) 

に 分けて実施する。 

農家の主な農閑期は、 2 月～ 3 月及び 7 月下句～ 8 月中旬であ る。 この時期に長期の 研修 

を 実施したい。 ただし、 この時期の研修は 作物の栽培時期ではないため 実施研修ができない。 

よって、 現場研修 (Onsitetraining) や スタディツアーが 中心になる見通しであ る。 

研修参加者の 中には、 日雇い作業に 出て日々の生計を 立てている農家の 存在も考えられる。 

彼らのためには、 日雇い労働の 補償の意味合いで 交通費に加え 日当を払 う 必要もあ るであ ろ 

つ 。 

(3) 緊急支援について 

現地を調査した 際に必ずあ がる住民の要求が、 種子，肥料といった 農業資材の配布であ り、 

現場のニーズの 高さがうかがえた。 しかし、 コーカン特別 E 全土を対象に 農業資材を支援す 

ることは、 予算に限りがあ るさえに、 その効果がはっきりとしないことを 考慮すれば、 以下 

のように段階的に 支援することが 妥当であ ると判断した。 

1 年月 : 緊急支援という 目的から、 生活状況の厳しいコーカン 北部でかつ比較的アクセスの 

良い農村を 4 か村 選定する。 コンジャン周辺を 想定。 希望者全員に 種子，肥料を 配 

相 すると同時に 簡単な研修をコンジャンで 実施する。 1 打 40 農家で計 160 農家を予想。 

また研修は、 視聴覚教材を 使った研修になる。 資材配布後はモニタリンバを 行い、 

緊急支援双の 農家の状況と 比較して、 緊急支援 + 研修の効果がどのくらいあ るのか 

を評価する。 モニタリンバについては MAS 、 コーカン特別 E 、 JICA と協力してやる 

必要があ る。 

2 3 年目 : コンジャン地区を 中心に対象地区を 2,000 まで増やす。 モニタリンバの 結果を受 

けて研修内容も 変更する。 
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4 年目以降     農家の負担分について 考える。 例えば、 拠点までの輸送費は .ICA が負担し、 肥 

料代の半分は 農家が負担するなど。 
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2 一 6  プロジェクト 予算の負担について   

栽培試験については、 MAS が負担できる 経費として、 栽培試験に必要な 消耗品費や栽培管理に 

係る維持管理費が 考えられるが、 農家研修及び 緊急支援に関しては、 JICA が全面的に経費を 負担 

することになると 考えられる。 

JICA ミ ヤシマ一 例 

栽培試験 36, 100U58 以下 (5 年間 )  6.0ooUS$ 以上 

導入種子の情報収集に 係る調査費の 一部 

主要な試験 ( 品種試験・ 伸 行体系試験 ) の実施経費 

試験実施に係る 経費の一部 ( 潅 親水・電気・ 肥料 代 ) 

データ収集に 係る経費の一部 ( 消耗品 費 ) 

農家研修 56,500U5$  (5  年間 ) MAs からの講師に 係る経費 

緊急支援 6,400U5$  (1 年目 ) MAS が行 う モニタリンバ 経費 

80,000  (2  年目 /2,000 農家 

対象の場合 ) 

2 一 7  農業インフラについて 

プロジェクトを 開始するにあ たって 、 ナリ 圃場及びモデル 地区のターシェータン、 ロンタンで 

農業インフラの 整備が必要となる。 以下に、 インフラ団員との 調整を行った 結果決定した 整備 項 

目は ついて示す。 
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(1)  ナリ 

整備項目 改善・設置理由 

排水の改善 特に雨期に水かさが 増し、 圃場が水浸しになってしまうため。 

試験研究のための 乾期の潅 靱 新たな作付体系の 確立のためには、 年間を通して 栽培試験が 
タンクを設置 できる環境が 必要となるため。 

l 電気 
I 施設の設置にあ たり正規に電気を 引く必要があ る。   

I   フェンス 獣害 防止 I 家畜の食害を 防ぐため。   

圃場整備 栽培試験用に 造成 

管理 棟 ・倉庫・実験室・ 種子 

倉庫 

研修スペース 

現在の柑橘類が 植わっている 圃場の状態では、 試験区を広く 

取れないため、 柑橘類の伐採を 行う。 

年間を通して 栽培試験を実施するためにほ、 日常業務を実施 

するにあ たっての環境を 整える必要があ る。 現在、 事務所は 

存在しない。 

20 ～ 30 人規模の研修を 行 う 際の講義及び 実習のためのスペー 

ス。 収穫期には乾燥場に 使用する。 

  

潅慨 用水タンクの 設置場所 現在植えられているライムを 伐採する。 

(2) ターシェータン 

整備項目 改善・設置理由   

展示圃場の整備 

濯 換用水の確保 

客土 

 
 

 
 

  
使用予定の土地が 軍所有のものであ ったが、 8 月 17 日に Dakasa の使用許可 

を 得た。 

高 冷地対策のための 栽培試験実施には、 乾期の潅湖水の 確保が欠かせない。 

試験に導入する 作物の苗を作る 場所が現在十分にないので、 既存の Nursery 

に 隣接する土地を 客土して育苗場に 利用するため。 

I 排水 I 雨期に起こる 浸水の防止対策のため。     
  倉庫 栽培試験のための 農業資材の保管のため。 
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(3) ロンタン 

整備項目 改善，設置理由 

潅 潮水の確保 学校周辺で予定されている School garden 及び将来新しい 農業技術が導入さ 

れた時の潅溺水の 確保のためであ り、 特に乾期のために 必要であ る。 

農地整備 学校周辺の既存の 農地を School garden として使用するために、 現在多数 散 

在する石を取り 除く必要があ る。 

2 一 8  プロジェクト 終了時のイメージ 

現在の課題 
プロジェクト 活動での対策 

投入額 (US8) 5 年後 

農家の経済レベ 耐寒佳品種をはじめとする 改良 

ル ・自然環境にあ っ 品種の導入によりイネ、 を栽培で 

た イネ、 ・トウモロコ 品種試験 7,000 きる農家が増加する。 

シの 適応品種がな 

レ Ⅱ O 

耕地利用率が 低い。 
16,000 

農家の自給率及び 現金収入の改 
作付 体系 

善にっながる。 

8,400 
作物収量の増加が 期待できる。 

確立された施肥方 法がない。 肥料反応詳明 瞼 

散播によ る陸稲 栽 陸稲の収量の 増加が期待できる。 "L 
播種法の改善 4.  100 

培 が一般的であ る。 

自家採種の技術の 確立。 5 年間 
4,600 

種子の購入が な農家が多い。 困難 学校菜園 で 普及活動に入れるか 検討。 

現在農家が実践す 参加農家の栽培技術が 改善され 

る 農業技術に様々 集団農家研修 40, 000 る 。 更には、 彼らが村の農業の 

な 問題があ る。 中心的存在となる。 

コーカン特別区に プロジ エ タ ト で育ったコーカン 

農業分野の人材が トレーナーズ   0 人材 が MAS スタッフとの 協力 、 - 
12,500 

いない。 モヲモ巾摩 により農家研修を 継続できる 体 

制が確立される。 

食糧が足りない。 6,400  ( 1  年目 /  160 

緊急支援   農家 80,000(2 ) 年目 /2000 
農家対象の場合 ) 

詳細は付属資料参照。 
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付 属 資 料 

1. ブ イールドノート と 営農分野活動計画 

2. 提案プロジェクト 概要 



「． ブ イールドノート と 営農分野活動計画 

フィールドリポート 

1 . 地力維持について 

現地調査の結果、 まず指摘したいことは 多発する土壌浸食の 実態であ る。 雨期ということ 

もあ りその発生は 各所で顕著であ った。 傾斜地をそのまま 利用した大規模な 作物栽培を実施 

している現状では、 近い将来深刻な 肥沃度の低下が 起こり ぅる 。 土壌肥沃度を 維持し、 さら 

に高めるためにはテラス ( 段々畑 ) あ るいは等高線栽培の 導入を早急に 検討し実施する 必要 

があ ろう。 また、 化学肥料を購入できない 農家が多 い 現状では、 いかに土壌肥沃度を 高く 維 

持するかが重要であ り、 そのためには 堆 厩肥の導入は 不可欠であ る。 しかし、 ケシ 禁止によ 

る現金収入の 減少に伴い所有していた 家畜を売らなければならない 農家も現れている 状況下 

で考えられる 対策としてほ、 日本の伝統的な 技術であ るぽかし堆肥の 導入や雑草の 緑肥化、 

さらにはし尿の 再利用 ( エコロジカル サニ テーションの 一つ ) などがあ げられる。 

2, 自給作物栽培について 

1) 栽培技術 

おもに水稲及び 陸稲栽培の現状を 視察したが、 すぐに対応できる 改善点を以下にあ げる。 

①栽植密度 

各農家がそれぞれ め いめいの考えで 栽植密度を決定しているのが 見受けられた。 品種 

の 特性を最大限に 引き出す栽植密度の 追求が望まれる。   

2) 種子の確保 

トウモロコシは、 コーカンの人々にとって 重要な自給作物の 一つであ る。 現地調査の結 

果、 トウモロコシ 栽培にはいくつかの 問題点があ ることがわかった。 その中でも種子の 間 

題は最優先課題であ る。 トウモロコシは 容易に交雑する 作物であ るため、 毎回 高 収量を収 

めるためにはハイプリット 品種の導入が 必須であ る。 ただ、 ハイブリット 品種は毎年種子 

を 購入する必要があ る上に化学肥料を 必要とするため、 サステーナビリティを 考慮すると 

ハイブリット 品種の導入は 慎重に検討されるべき 事項であ る。 

また水稲，陸稲については、 自家採種が可能であ る。 よって現在広がりつつあ るハイブ 

リット品種の 導入は再検討すべきであ ろう。 

3) 自給作物栽培のために 

日本 め 有機栽培農家が 行っているような 狭い土地を集約的に 管理することで 高 収量を 

得る栽培方法は、 コーカン特別区においても 有効であ ると考えられる。 

3, 換金作物について 

コーカン特別区において、 サンショ ヤ ゴムといった 作物を換金作物として 大々的に栽培を 

始めている地域があ った。 ( 詳細は今後調査する ) 
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短期目標 
( プロジェクト 開始～ 2 年 ) 

貧困層の危機的状況の 緩和 

1 一 1  農業生産のための 農業資機材 

を 配布する。 

， 苗 (MAS 等から入手 : 品目は検討中 ) 、 

トウモロコシ ( ハイブリット ) 及びそ 

の他の種子、 肥料の配布 

エー 2  上記にかかる 農民研修を実施 

する。 

( 専門家づ C/P) 

苗 作り、 工作り 

輪作の重要性 

・ 資 機材 ( 苗 、 種 、 肥料 ) の配布 

どのような研修と 組み合わせるのか 

検討中 

・配布先訪問 ( モニタリンダによる 資機 

材の効果の確認 ) 

長期目標 
( プロジェクト 期間の 5 年間 ) 

営農の改善 

3 一 1  ポスト・ ケシ 栽培地域自給作物・ 

換金作物の栽培技術改善、 作付け 

体系を検討する。 

1) 自給作物 ( 家庭菜園的な 狭い畑で集約的 

な 管理をするイメージノ 農家が多品目 

栽培及び輪作の 必要性を認識した 上で 

自ら栽培に取り 組めるよ う に ) 

・自家採種出来る 作物を中心に 栽培技術 

を移転 

エネルギー源としての イモ ・マメ類、 栄養 

改善の点から 野菜類の導入試験と 普及 

・主要穀物 ( 水稲、 陸稲、 トウモロコシ ) 

の栽培技術の 改善 高 冷地対策は ? 

・土壌保全及び 上作り 

傾斜地農業の 導入 

堆肥作り 

・ 高 冷地に適応する 品目と品種の 選定 

2) 換金作物 ( ソバ を含む代替作物 ) 

，作付け体系の 改善 

1) 自給作物 

  適応作物の選定試験 

  主要穀物 ( 水稲、 陸稲、 トウモロコシ ) 

栽培の現状把握と 試験一中身はまだ。 

  ハイブリット 米 と在来の優良種との 比 

較 試験 

・ 高 冷地対策 ? 

2) 換金作物 

・ MAS が提示した ソバ を含む代替作物の 

栽培技術試験 

研修内容 

・ 苗 作り (MAS を通して ) 

・上作り ( 堆肥， ボカシ ) 

普及 ( モデル地区での 展示 ) 

・自給作物用の 畑 

・傾斜地農業 (SALT など ) 
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Ⅰ
 

イ
 試験計画 

実施場所     Nali MAS Farm 

換金作物の扱いについて 

・ MAs が推奨する換金作物 

・ MAs 主体で市場調査を 実施した結果選定された 作物 

プロジェクトで 
プロジェクトで 

対応不可能な 作 
対応可能な作物 

物 

    
    

プロジェクトで 栽 南 南協力等で対応する ? 

培 試験を実施する あ るいは無視する ? 
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  カウンターパート     MAS 職員 試験担当、 研修担当 ( ターシュータン 担当及びロンタン 担当 ) 

の S 人は最低必要であ る。 理想は試験担当 2 人の計 4 人 
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2. 提案プロジェクト 概要 

表題 趣 コーカン特別 E 中低地に適した 陸稲及びトウモロコシの 品種の選抜 

研究課題名 陸稲及びトウモロコシにおける 品種選抜試験 

研究期間 プロジ ヱ タト開始～ 3 年間 
  

小
生
 

現
 

標
 

目
 

筆
算
 

実
 

予
予
 

の
 

が
 

宛
先
細
 

的
 

且
且
 

考
 

標
 

背
 

目
 

目
 

場
 

所
所
 詳
 

備
 

 
 

チ リ圃場 

7,000 US$ 
  

・・種子の導入準備 ( 情報収集のための 調査等 ) 及び購入 3,0OOUS$ 

・試験の実施 100US  $  X  lo ケ月 X  3  年 

・データ収集及び 分析 200US$ X5 回 

水稲・陸稲・トウモロコシは、 コーカン特別区における 三大主要作物であ り   

特に、 陸稲・トウモロコシは、 コーカン特別区の 貧困層まで幅広く 栽培されて 

いる作物であ り水稲よりも 重要度が高い。 しかしながら、 農家は不確かな 情報 

の下、 毎年のように 品種を変えながら 栽培を行っているのが 現状であ り、 地域 

に 適した品種の 選定が急務であ る。 

コーカン特別区の 中低地に適した 陸稲及びトウモロコシの 品種選抜を実施し、 

それぞれの作物について 数種類の奨励品種を 提示し、 農家の品種選定に 寄与す 

る 。 

陸稲においてハイブリット 種は 838 を始めとする 候補 種 があ げられるが、 在来種 

についてはデータもなく、 試験を通して 奨励品種が得られるかは 不明瞭であ る。 

そこで、 国内及び国際機関から 改良品種の種子を 確保し選抜試験を 実施する必 

要があ ると考えられる。 

トウモロコシについては、 MAS の開発品種 Yezin 及び中国からの 数種類が候補と 

してあ げられるが、 さらなる情報収集が 必要であ る。 

中低地に属する ナリ の成果を高冷地に 普及することは 難しい。 高 冷地対策につ 

いては、 Tarshwetan の MAS 種苗場周辺を 利用しての栽培試験が 必要になる。 し 

かし、 人材が限られている 段階での 々リ との同時並行は 困難が予想されるため、 

まずはプロジェクト 開始からの 1 ～ 2 年で ナリ の試験を軌道に 乗せることが 優 失 されよ ワ @ 

また水稲についても、 余力が出来た 後、 試験を開始するのが 妥当であ ると考え 

られる。 

1) 改良品種の選定及び 購入 : ミャンマー及び 中国を中心に 情報収集を行い、 高 

収量品種の候補を 選定する。 また、 国際機関 (IRRI) や日本の耐怜佳品種の 導 

人の準備も進める。 品種の選定時に 合わせて購入方法についても 確認する。 
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表題 誘 コーカン特別 E に適した作物の 選定及び 作 行体系の検討 

研究課題名 ソバ を補完する作物の 選定と導入 

研究期間 プロジェクト 開始～ 5 年間 

場所 ナリ 圃場、 牡 ashwetan デモンストレーションフアーム 

研究予算 16,000  US  $ 

研究予算詳細 ・種子の導入準備 ( 情報収集のための 調査等 ) 及び購入 2,000us$ 

・試験の実施 100US$ X12 ケ月 X 5 年 X 2 ケ所 

・データ収集及び 分析 200us$ X10 回 

背景 ケシ 栽培が禁止きれた 後、 コーカン特別区の 農家の収入は 激減している。 ソバ 

は、 ケシ の代替作物として 1997 年に導入きれ、 現在の作 付 面積は、 4,000 エーカ 

一にも上り大きな 成果を上げている。 ただ、 ケシ を代替するまでには 至らない。 

ケシ のような換金性を 持っ作物は見当たらない 現状を受け、 ソバ を補完する ょ 

う な自給作物あ るいは換金作物を 農家が実践できるよ う に彼らの 作 行体系に早 

急 に組み込む必要あ る。 

目的・目標 コーカン特別 E にすでに広く 普及した ソバ に加え、 新たな有望作物の 選定を行 

っ た つ えで、 それらを農家が 実践できるよう 既存の作付け 体系に組み込むこと 

で、 農家の自給作物及び 所得の増加に 寄与する。 

目標の実現性 中低地では、 前回の調査結果も 踏まえるとトウモロコシノ イモ ( 雨期 ) ってメ 

ソナタネⅠコム ギ を基本に、 高冷地では、 Namkaw 村でも実践されているトウモ 

口 コシⅠジャガイモ づマメ / ソバ ソナタネを基本に 輪作体系を確立できると 考 

えられる。 しかし、 高冷地は雨期作の 作物の生育が 低地よりも長くなるため、 

生育期間の短い 作物の導入も 合わせて検討する 必要があ る。 

また、 コーカン特別区は 傾斜地が多いことから、 土壌浸食の防止の 目的で トウ 

モロコシと合わせてマメ 科を混 値 することが考えられる。 

備考 中低地のための 試験は ブ リで実施する。 高 冷地 は ついては、 Tarshwetan のデモ 

ンストレーションファームを 用い、 農家研修を通してさまざまな 作物の導入を 

試み、 その中で有望な 作物及び 作付 体系を見極める。 

課題及び対処 1) 品種の選定 : 中国の種苗 業 社及び優良農家から 情報を収集し 選定する。 

方針 2) 種子の購入 先 : ほとんどの作物の 種子は、 中国から購入が 可能であ る。 
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表題 趨 陸稲及びトウモロコシの 在来品種における 生産性向上の 可能性 

  

- " " " " 

研究課題名 

研究期間 

  場所 

研究予算 

細
 

詳
 

算
 

予
 

究
 

旦
 凧
 

背
 

研
 

約 日 目標 

在来品種の肥料反応性試験 

プロジェクト 開始～ 2 年間 

ナ ノ 圃場、 Trashwetan デモンストレーションフアーム 

3,800 US$ 

・種子の導入及び 購入 200US8 

・試験の実施 100US$ X 7 ケ月 X 2 年 X 2 ケ所 

・データ収集及び 分析 200us$ X4 回 

近年コーカン 特別区には、 中国から陸稲及びトウモロコシのハイブリット 品種 

が大量に入っておりその 普及には目覚しいものがあ る。 しかし、 コーカン特別 

区の大部分が 種子・肥料の 購入にも窮しているような 農家がほとんどであ るこ 

とを考慮すれば、 毎年種子の購入を 強いられるハイブリット 品種の普及は、 サ 

ステーナビリティ 一に欠ける方向に 進んでおり、 在来品種の見直しが 早急に必 

要 であ る。 

現在コーカン 特別 E で広く栽培きれている 陸稲・トウモロコシの 有機肥料 ( 堆 

肥、 ボ カシ等 ) 及び化学肥料に 対する肥料反応性を 把握し、 反応性の高いもの 

  I は ついては将来栽培技術の 確立を目指す。   

目標の実現， 性 

備考 

課題及び対処 

方針 

一般的に、 在来品種は、 改良品種と比較して 肥料の反応性が 低く、 収量も低い。 

ただ、 現地調査の結果、 種子・肥料を 買えない農家が 多いことを考えると 長期 

的には在来品種の 栽培技術の改善を 試みる必要があ ると考えられる。 その前段 

階 として本試験を 実施する。 

試験の結果、 特に有機肥料に 対する反応性が 高い品種があ れば、 将来、 貧困層 

に対して普及できると 考えられる。 

高 冷地対策としては、 Trashwetan にて実施する 必要があ る。 

本試験は、 きめ細かな管理が 必要になるため、 ヂ モンストレーションファーム 

での実施が妥当かどうかは、 検討の余地があ り、 他の活動との 調整も含めて、 

試験開始時期を 遅らすことも 検討する必要があ る。 

1) 品種の選定 : コーカン周辺で 広く栽培されている 在来種を選ぶ。 
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表題 

研究課題名 

び
 

及
 

ト
 

ツ
 

リ
 

フ
 

イ
 
 
 
 
 

る
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

研究期間 プロジェクト 2 年目以降～ 2 年間 

場所 ナリ 圃場、 Trashwetan 

研究予算 4,600  US$ 

研究予算 詳 ・種子の導入及び 購入 500Us$ X 2 回 

日 立 小 ・試験の実施 100US$ X 7 ケ月 X 2 回 ( 年 ) X 2 ケ所 

・ ヂ 一タ収集及び 分析 200US$ X4 回 

北見 
日足 陸稲及びトウモロコシは、 コーカン特別区において 水稲に並ぶ主要作物であ る。 

近年同作物においては、 ハイブリット 品種の普及が 目覚しく、 技術支援の対象 

として無視できないまでの 広がりを見せており、 コーカン特別区にあ った施肥 

方法の確立が 急がれる。 

目的・目標 陸稲及びトウモロコシのハイプリット 及 び 改良品種の適正な 施肥方法 ( 量 ・ 追 

肥 時期 ) を決定し、 現場の栽培の 改善に寄与する。 

実
 

の
 

目
標
 
現
性
 

ハイブリット 品種は、 毎年種子の更新が 必要な点でサステーナビリティに 欠け 

るが、 肥料を投入すれば 高取最を得ることができる。 特にトウモロコシについ 

ては、 在来品種と比較して 収量が大きく 違 う ことが予想、 きれるので、 将来、 農 

家の家計が安定することを 前提に考えた 場合、 トウモロコシのハイブリット 種 

の施肥方法の 確立は必要となる。 MAS が開発した Yezin を中心に試験を 実施す 

る。 

陸稲については、 先に予定されている 品種の選抜試験の 結果を受けて、 品種を 

決定した ぅ えで本試験の 実施を検討する。   
備考 高 冷地対策については、 Tarshwetan の MAS 種苗場周辺を 利用しての栽培試験が 

必要になる。 しかし、 人材が限られている 段階での すリ との同時並行は 困難が 

予想されるため、 まずはプロジ ヱ タト開始からの 1 ～ 2 年で ナリ の試験を軌道 

に 乗せることが 優先されよ う 。 

課題及び対処 特になし 

方針 

一 59 一 



名
 

題
 

 
 麦

切
 

験
 

試
 

度
 

密
 

植
 

栽
 

の
 

め
 

た
 
」
 

の
 

姜
口
 

改
 

播
求
 

 
 

 
 

  研究期間   プロジェクト 2 年目～ 2 年間 

場所 チ リ圃場、 Trashwetan デモンストレーションフアーム 

研究予算 4,100  US$ 

研究予算詳細 ・種子の導入及び 購入 500us$ 

・試験の実施 100US$ X 7 ケ月 X 2 年 X 2 ケ所 

・データ収集及 び 分析 200US$ X4 回 

背景 陸稲は、 コーカン特別区においては 水稲・トウモロコシに 並ぶ主要作物の 一つ 

であ る。 現場調査の結果、 陸稲は水稲よりも 播種量を多くしてぼら 撒きするの 

が 一般的であ る。 しかしげら撒きすることは、 播種時の労働力を 減らせる半面、 

生育中期の除草作業が 困難になり、 管理の程度によっては 劇的な収量の 低下を 

引き起こしており、 播種法の改善が 急がれる。 

目的・ 目標現行の散 播 方式と 筋 蒔きとを比較試験することにより 得られた具体的な 数値 

( 収量・労働時間等 ) を農家に提示し、 陸稲の播種法の 改善に寄与する。 

の
 

標
 

目
性
 

実現現在、 貧困農家の多くが 労働力を農業に 回せない状況が 続いている。 陸稲の ぱ 

ら 撒きの背景にはこの 労働力不足が 影響していることも 考えられる。 そのため 

農家の理解を 得るためには、 筋 蒔きが 散播 よりも収量が 高いという具体的な 数 

値の違いを提示する 必要があ る。 

備考 研修を通して 農家に両播種法の 違いについて 実感してもら ぅ 手法を取る。 

他の試験との 優先度の関係で 本試験はプロジェクト 開始後 2 年目からとした 

が 、 余力があ れば 1 年目から開始することも 検討する。 

課題及び対処 Tarshwetan の農地の選定 : 展示 圃 のために予定されている 土地は、 肥沃 度 が低 

方針 い ために、 本試験については、 両 播種法の 違 いがほとんどない 見られない可能 

性があ る。 よって、 周辺農家の畑を 借用することも 考えてこれに 対処する。 
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表題 

研究課題名 

研究期間 

場所 

研究予算 

研究予算詳細 

背景 

RAff@ ， ・。 - 。 自家採種による 野菜作りの実践   

小規模 多 品目栽培の可能性 

プロジェクト 1 年目～ 5 年間 
    
ナリ 圃場、 Lontan 学校周辺の畑 

4,600US$ 

・種子の導入及び 購入 500uS$ 

・試験の実施、 管理 30us$ X12 ケ月 X 5 回 ( 年 ) X 2 ケ所 

・データ収集及び 分析 100us$ X 5 回 

コーカン特別区の 貧困農家は、 種子や肥料を 手に入れるまでのアクセスが 悪い 

ばかりか、 経済的に購入できない 農家が大多数であ り、 その対策が急がれる。 

  

目的・目標 小規模な畑で 多品目の野菜を 有機質肥料中心に 栽培し、 将来の農家への 普及の 

可能性を図る。 

目標の 実自家採種の 技術は、 作付けした作物から 種を取るため、 長期に渡って 種子を購 

現住 入する必要がなく、 有機質肥料との 組み合わせにより、 より現場のニーズに あ 

備考 

課題及び対処 

方針 

った 形になる。 ただ、 現地調査の結果では、 利用可能な有機物の 量が少ないた 

め、 雑草までも緑肥と 捉えて土壌に 投入することも 検討する必要があ る。 

ナリ 、 Lontan の現場で試行錯誤しながら 進めていく。 Lontan については、 児童 

や 周辺住民の協力を 得ながら進めていく。 

1) 導入作物の選定 : インタビュ一等で 住民の食習慣を 把握した上で、 幅広く作 

物 ( 野菜中心 ) を導入する。 
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  表題     m  傾斜地農業 (SALT) を通しての農民実施研修 
  

研修課題名 陸稲及びトウモロコシを 中心とした栽培技術研修 

研修期間及び 1 年間を基本とする。 最大 40 名 (18 郷からの代表者 2 ～ 3 名 ) X 2 ケ所 

規模 

場所 ナリ 圃場、 Trashwetan デモンストレーションファーム 

研修予算 40 ， OOOUS@$ 

研修予算詳細 ・研修参加者に 係る経費 ( 交通費・日当・ 教材・配布資材等 ) 

120LJS$  X  40 名 X  2  ケ所 X  4  回 (4  年間 ) 

，作物の導入選定及び 購入に係る経費 1,600uS$ 

目的・ 目標 

方
 

め
  
 

進
 

の
 

多
 
Ⅲ
 

研
 

期待 

果 

一
さ
 
れる 成 

SALT ( 傾斜地にマメ 科や果樹などを 等高線に沿って 植え土壌流亡を 防ぎながら 

作物を栽培する 技術 ) を用いた一環研修を 通して研修者が 作物栽培技術の 要点 

を身につけることを 目的とする。 

一環研修エ例 : トウモロコシ ) 

播種 追肥 収穫 

研修 

  

研修者の畑 
    

  

播種 
』 ツ "   

  り x 穫 

農家の移動 
3 日～ 5 日程度の違いで、 
自分の畑で再度実践できる 

( 初回 ) 農家のニーズの 高い水稲、 陸稲、 トウモロコシの 栽培方法についての 研 

修を実施する。 同時に参加農家のニーズも 吸い上げ、 以後の研修に 反映 

させる。 

( 研修教材 ) 

Ⅰ．写真・イラストを 中心とする ミ ヤンマー 語 ，英語のテキスト づ コーカン 

語に訳する。 ( おもに研修に 使用される 語 ) 

2, 農作業魔 

3. 実例集 

4. 視聴覚教材 

( 時間配分 ) 座 単 32h 、 実習 8h (2h/ 日 ) 、 8h 農業基礎 (2h/ 日 ) 、 studytour 

half day 
    

一環研修は短期間に 度々農民を集める 必要があ るため経費が 掛かるが、 毎回実 

習を通じた研修を 実施することが 出来るため、 研修効果は高くなる。 

作物栽培の要点が、 実習中心の研修を 通して農家に 浸透することが 期待される。 

また、 研修参加者は、 地域の中核農家になることが 期待される。 
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備考 コーカン特別 E の農民は多かれ 少なかれ言葉の 問題を抱えているため、 こ 

うな実習中心の 研修を計画する 必要があ る。 

雨期の研修については、 交通事情を考慮して、 日程に余裕のあ る研修準備 

拉 が要求きれる。 

また、 Ⅰ年を通して 同一の研修者を 招集することになるため、 郷 レベル と 

表者選定には 十分注意を払 う 必要があ る。 

よ
 

扶
代
 

の
 

の
 

 
 

課題及び対処 l) SALT に導入する陸稲及びトウモロコシ 以外の作物     SALT を熟知する MAS ス 

方針 タッフ と 協議の上決定する。 
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修
 

 
 

レ
コ
 
貝
 

農
業
普
及
 

題
名
 

 
 

表
研
 

  

  
  研修予算 

研修予算詳細 

l 目的・ 目標 

成
 

れ
る
 

さ
 

待
 

期
果
 

備考 

処
 

対
 

び
 

及
 

懸
針
 

課
方
 

プロジェクト 開始～終了まで 

コーカン特別区から 3 ～ 5 名の普及 員 候補 

  ブ リ圃場、 Trashwetan デモンストレーションフアーム、 Lontan 
  
  12,500US$ 

・普及 員 に係る経費 ( 出張費・備品等・ 手当て補助 ) 500US$/ 年 X 5 名 X 5 年 

チ リ試験場及び Tarshwetan で確立された 栽培技術を速やかに 普及展開させるた 

めには、 農民との間に 言葉の壁が存在する MAs スタッフを補佐しながら 普及活 

動を展開する 農業普及員及びファシリテーター 的な役割を果たすコーカン 人の 

人材の存在が 不可欠であ り、 プロジエクト 期間中にこの 人材の育成を 目指す。 

また、 同研修を利用して MAS スタッフのスキルアップも 行う。 

JICA, MAS, 国際機関、 NGO 

などからの教師陣   
プロジェクト 

***m@ 

の 前半は、 教 
師 陣が農民を -""""""" トレーナー 

  
直接指導し 、 プロジ ヱタト の後半 

トレーナーは では、 .[CA と MAS の 

補佐的役割を 
  
  協力を得ながらト ン 

果たす。 ーナーが農民を 指導 

1 する。 

農 民 

ヱ
さ
 

ジ
待
 

ロ
親
 

プ
が
 

、
と
 

ま
こ
｜
 

れ
る
 

き
な
 

で
に
 

成
能
 

育
可
 

を
が
 

員
続
 

ゑ
継
 

普
の
 

人
の
 
研
修
 

農
ン
 

力
 
業
 

一
り
 

コ
よ
 

ブ
ヒ
ア
 
し
 

 
 で

カ
 

ま
協
 

る
の
 

す
と
 

終
了
 
M
A
S
 

 
 

ネ
 ル
 

ト
も
 

ク
後
 

ェ
了
 

ジ
終
 
。
 

 
 

  

  

  

  

  

 
 

本 研修については、 コーカン特別 E に説明し理解を 得ている。 今後、 人材の選 

定に移る必要があ る。 

1) 人選 : コーカン特別区農業代表季女 光 氏との協議の 中で、 書面での要請を 求 

められた。 早急に書面にて 人材の選定，派遣をお 願いする。 
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  表題 

研修課題名 

WiS@Farmer@to@Farmer-9?@ 

先進農家での 長期間実地研修 

で
 

ま
 

了
 

終
 
～
 

目
 

年
 

2
 

女
ム
 

Ⅰ
 

開
 

@
 

ク
 

エ
 

。
 
、
 
ノ
 
、
 

ロ
 
プ
る
 。 

び
 

問
及
 

潮
音
 

修
象
 

研
対
 

1 回の研修期間をⅠ ケ 月前後に設定す 

算
 

予
 

研
磨
 

場
所
 

Lontan 村の篤農家 3  ～ 4  軒 

4,000US$ 

研修予算 詳 

細 

目的・目標 

期待される成 

果 

    
・研修農家に 係る経費 ( 出張費・備品等 )  100US$/ 人 X 5 名 X4 回 ( 午 ) 

・受入れ先進農家に 経費、 対する研修受入れ 1OOUS$/ 人 X 5 名 X4 回 ( 年 ) 

Lontan 村には、 数軒の先進農家が 存在する。 彼らは、 自らの考えの 下、 積極的 

に 農業に関わりさまざまな 活動を展開しており、 その影響は、 治水事業，焼酎 

工場の建設・ 新品種の積極的な 導入等、 周辺住民を巻き 込んでの地域の 活性化 

に繋がっている。 

農家をこの先進農家の 下で長期間研修することで、 先進農家の栽培技術を 身に 

つけてもら ぅ ことを第一の 目標にする。 さらには、 このような活気のあ る村で 

の生活及び他の 研修者との研修生活を 通して、 自分の村でも 出来るような 活性 

化のための事業・ 行事等を考える 機会を得てもら ぅ 。 

本 研修を受けた 農家が、 将来的には村での 中核農家としての 役割を果たすとう 

になることが 期待される。 

備考 プロジェクト 1 年日は、 集団研修の準備もあ り、 本 研修の実施は 難しいと考え 

られるが、 集団研修が黍道に 乗り次第 本 研修も積極的に 実施する。 

本 研修は、 正年間に受け 入れられる研修員の 数に限りがあ り、 きらには 1 ケ 月 

前後の長期間の 研修になるので、 選考は慎重に 行 う 必要があ る。 

課題及び対処 

方針 

1) 受入れ農家の 選定 : プロジ ヱ タト開始から 1 年間を目安に 決定する。 

2) 研修者の選定 : 集団研修時に 候補者を選定する。 

 
 

5
 

6
  

 



表題 

研修課題名 

  目 コーカン特別 E 北部を対象とした 緊急支援 

農業資材の配布にあ れせた On site training の実施 

- 対象者   研修期間及びプロジェクト 開始～   
  場所   コンジャンを 中心とするコーカン 特別区北部   

  研修予算   US8  6,400  (1 年日 ) 

    
  

研修予算詳細 1 年目 

( 種子 40 元子肥料 120 元 ) X40 農家 X4 村 X 2 ( 輸送 代 が同額掛かる ) 

目的，目標 コーカン特別 E でも特に経済的な 危機に直面する 北部地域を重点的に、 農業資 

性
 現

 

 
 

実
 

の
 

標
 

目
 

備考 

材の配布にあ わせて農業研修を 実施し、 地域の貧困層の 生活の改善に 寄与する。 

1 年目 : 緊急支援という 目的から、 生活状況の厳しいコーカン 北部でかつ比較 

的 アクセスの良い 農村を 4 力 村 選定する。 コンジャン周辺を 想定。 

希望者全員に 種子，肥料を 配布すると同時に 簡単な研修をコンジャン 

で 実施する。 1 打 40 農家で計 160 農家を予想。 

また研修は、 視聴覚教材を 使った研修になる。 

資材配布後はモニタリンバを 行い、 緊急支援双の 農家の状況と 比較し 

て、 緊急支援 + 研修の効果がどのくらいあ るのかを評価する。 

モニタリンバについては MAS 、 コーカン特別区、 J[CA と協力して行 う 。 

2 . 8 年目 : 効果が上がれば 対象地区を増やす。 コーカン特別区 2,000 農家を対 

象に実施する。 効果があ がらないのであ ればその原因をモニタリン 

グ時に把握する。 

4 年目以降     1 年目、 2 年目と効果があ ると判断された 場合は、 農家の負担分に 

ついて考える。 例えば、 肥料の半分は 農家が負担するなど。 

予算にも限りがあ り、 さらにはその 効果がはっきりとしないことを 考慮すれば、 

上記のように 段階的に支援することが 妥当であ ると判断する。 

  課題及び対処 

  方針 

配布種子の選定及び 購入 : 陸稲及びトウモロコシの 種子を配布する。 サステー 

ナビリティを 考慮し、 中国及び優良農家から 情報を収集した 後、 陸稲は改良品 

種、 トウモロコシは 在来品種を選定する。 
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